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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　デバイス間近接サービスにおいて信号を伝送する方法であって、
　基地局が、該基地局がカバーするセル内のＮ個のユーザークラスタの各ユーザークラス
タに少なくとも１つの時間‐周波数リソースセットを割り当てるステップであって、前記
基地局が前記Ｎ個のユーザークラスタに割り当てたＭ個の時間‐周波数リソースセットの
うち少なくとも２つの時間‐周波数リソースセットは互いに異なり、Ｎは２以上の整数で
あり、ＭはＮ以上の整数である、ステップと、
　前記基地局が、前記Ｎ個のユーザークラスタのＲ番目のユーザークラスタにＲ番目の情
報を送信するステップであって、前記Ｒ番目の情報は、前記基地局が前記Ｒ番目のユーザ
ークラスタに割り当てたＲ番目の時間‐周波数リソースセットを示すのに用いられ、且つ
、信号の伝送に用いられ、Ｒの値はそれぞれ１，２，…，Ｎである、ステップと、
　を有し、
　前記Ｍ個の時間‐周波数リソースセットは全て物理リソースブロック時間‐周波数リソ
ースセットであり、前記方法は、
　前記基地局が、前記Ｒ番目のユーザークラスタの第１のユーザーイクイップメントによ
って送信され携帯するリソース階層がＰである第１のメッセージを受信するステップであ
って、前記第１のメッセージは、前記第１のユーザーイクイップメントが前記Ｒ番目の時
間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目の物理リソ
ースブロックを用いて、前記Ｒ番目のユーザークラスタの第２のユーザーイクイップメン
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トに信号を送信することを示すのに用いられ、ＰはＱ以下の正の整数であり、ｋの値の範
囲は（Ｑ／Ｐ）の丸めた数未満の非負整数であり、Ｑは前記Ｒ番目の時間‐周波数リソー
スセットに含まれる物理リソースブロックの数である、ステップと、
　前記基地局が、前記第１のメッセージに従って、携帯する前記リソース階層がＰである
第２のメッセージを前記第２のユーザーイクイップメントに送信して、前記第２のユーザ
ーイクイップメントが前記Ｒ番目の時間‐周波数リソースセットにおいて、前記第１のユ
ーザーイクイップメントによって送信された前記信号を検出するために前記第２のメッセ
ージを利用できるようにする、ステップと、
　を更に有する、方法。
【請求項２】
　前記Ｍ個の時間‐周波数リソースセットのうち任意の２つの時間‐周波数リソースセッ
トには交差セットがない、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　基地局が、該基地局がカバーするセル内のＮ個のユーザークラスタの各ユーザークラス
タに少なくとも１つの時間‐周波数リソースセットを割り当てる前記ステップは、
　前記基地局が、前記Ｎ個のユーザークラスタ間の干渉についての情報に従って、前記Ｎ
個のユーザークラスタの各ユーザークラスタに前記少なくとも１つの時間‐周波数リソー
スセットを割り当てるステップ、
　を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記基地局が、前記Ｎ個のユーザークラスタ間の干渉についての情報に従って、前記Ｎ
個のユーザークラスタの各ユーザークラスタに前記少なくとも１つの時間‐周波数リソー
スセットを割り当てる前記ステップは、
　前記Ｎ個のユーザークラスタのｉ番目のユーザークラスタとｊ番目のユーザークラスタ
の間の干渉が第１の閾値以上であると決定された場合、前記ｉ番目のユーザークラスタに
ｉ１番目の時間‐周波数リソースセットを割り当て、前記ｊ番目のユーザークラスタにｊ
１番目の時間‐周波数リソースセットを割り当てるステップであって、前記ｉ１番目の時
間‐周波数リソースセットと前記ｊ１番目の時間‐周波数リソースセットには交差セット
がない、ステップ、または、
　前記ｉ番目のユーザークラスタと前記ｊ番目のユーザークラスタの間の干渉が第２の閾
値以下であると決定された場合、前記ｉ番目のユーザークラスタにｉ２番目の時間‐周波
数リソースセットを割り当て、前記ｊ番目のユーザークラスタにｊ２番目の時間‐周波数
リソースセットを割り当てるステップであって、前記ｉ２番目の時間‐周波数リソースセ
ットと前記ｊ２番目の時間‐周波数リソースセットとの間には交差セットがある、ステッ
プ、
　を有し、
　前記第２の閾値は前記第１の閾値以下であり、ｉは１～Ｎの任意の整数であり、ｊはｉ
を除く１～Ｎの任意の整数である、
　請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記Ｒ番目の情報は、前記Ｒ番目のユーザークラスタのユーザー識別子と前記Ｒ番目の
時間‐周波数リソースセットとの対応関係を含む、
　請求項１乃至４のいずれか一項に記載の方法。
【請求項６】
　基地局であって、
　当該基地局がカバーするセル内のＮ個のユーザークラスタの各ユーザークラスタに少な
くとも１つの時間‐周波数リソースセットを割り当てるように構成される割当てモジュー
ルであって、前記基地局が前記Ｎ個のユーザークラスタに割り当てたＭ個の時間‐周波数
リソースセットのうち少なくとも２つの時間‐周波数リソースセットは互いに異なり、Ｎ
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は２以上の整数であり、ＭはＮ以上の整数である、割当てモジュールと、
　前記Ｎ個のユーザークラスタのＲ番目のユーザークラスタにＲ番目の情報を送信するよ
うに構成される送信モジュールであって、前記Ｒ番目の情報は、前記基地局が前記Ｒ番目
のユーザークラスタに割り当てたＲ番目の時間‐周波数リソースセットを示すのに用いら
れ、且つ、信号の伝送に用いられ、Ｒの値はそれぞれ１，２，…，Ｎである、送信モジュ
ールと、
　を備え、
　前記割当てモジュールが前記Ｎ個のユーザークラスタに割り当てる前記Ｍ個の時間‐周
波数リソースセットは全て物理リソースブロック時間‐周波数リソースセットであり、
　前記基地局は、
　前記Ｒ番目のユーザークラスタの第１のユーザーイクイップメントによって送信され携
帯するリソース階層がＰである第１のメッセージを受信するように構成される受信モジュ
ールであって、前記第１のメッセージは、前記第１のユーザーイクイップメントが前記Ｒ
番目の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目の
物理リソースブロックを用いて、前記Ｒ番目のユーザークラスタの第２のユーザーイクイ
ップメントに信号を送信することを示すのに用いられ、ＰはＱ以下の正の整数であり、ｋ
の値の範囲は（Ｑ／Ｐ）の丸めた数　未満の非負整数であり、Ｑは前記Ｒ番目の時間‐周
波数リソースセットに含まれる物理リソースブロックの数である、受信モジュールと、
　前記第１のメッセージに従って、携帯する前記リソース階層がＰである第２のメッセー
ジを前記第２のユーザーイクイップメントに送信して、前記第２のユーザーイクイップメ
ントが前記Ｒ番目の時間‐周波数リソースセットにおいて、前記第１のユーザーイクイッ
プメントによって送信された前記信号を検出するときに前記第２のメッセージを利用でき
るようにするように構成される送信モジュールと、
　を更に備える、基地局。
【請求項７】
　前記割当てモジュールが前記Ｎ個のユーザークラスタに割り当てた前記Ｍ個の時間‐周
波数リソースセットのうち任意の２つの時間‐周波数リソースセットには交差セットがな
い、
　請求項６に記載の基地局。
【請求項８】
　前記割当てモジュールが前記Ｎ個のユーザークラスタの各ユーザークラスタに割り当て
る前記少なくとも１つの時間‐周波数リソースセットは、前記Ｎ個のユーザークラスタ間
の干渉についての情報に従って決定される、
　請求項６に記載の基地局。
【請求項９】
　前記割当てモジュールは、
　前記Ｎ個のユーザークラスタのｉ番目のユーザークラスタとｊ番目のユーザークラスタ
の間の干渉が第１の閾値以上であると決定された場合、前記ｉ番目のユーザークラスタに
ｉ１番目の時間‐周波数リソースセットを割り当て、前記ｊ番目のユーザークラスタにｊ
１番目の時間‐周波数リソースセットを割り当てるように構成される第１の割当てユニッ
トであって、前記ｉ１番目の時間‐周波数リソースセットと前記ｊ１番目の時間‐周波数
リソースセットとの間には交差セットがない、第１の割当てユニットと、
　前記ｉ番目のユーザークラスタと前記ｊ番目のユーザークラスタの間の干渉が第２の閾
値以下であると決定された場合、前記ｉ番目のユーザークラスタにｉ２番目の時間‐周波
数リソースセットを割り当て、前記ｊ番目のユーザークラスタにｊ２番目の時間‐周波数
リソースセットを割り当てるように構成される第２の割当てユニットであって、前記ｉ２
番目の時間‐周波数リソースセットと前記ｊ２番目の時間‐周波数リソースセットとの間
には交差セットがある、第２の割当てユニットと、
　のうち少なくとも１つを有し、
　前記第２の閾値は前記第１の閾値以下であり、ｉは１～Ｎの任意の整数であり、ｊはｉ
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を除く１～Ｎの任意の整数である、
　請求項８に記載の基地局。
【請求項１０】
　前記送信モジュールによって送信される前記Ｒ番目の情報は、前記Ｒ番目のユーザーク
ラスタのユーザー識別子と前記Ｒ番目の時間‐周波数リソースセットとの対応関係を含む
、
　請求項６乃至９のいずれか一項に記載の基地局。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は通信分野に関し、特に、デバイス間近接サービスにおいて信号を伝
送する方法、基地局およびユーザーイクイップメントに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ロング・ターム・エボリューション（英語正式名称：Long　Term　Evolution、英語略
称：ＬＴＥ）システムに関して、ユーザーイクイップメント（英語正式名称：User　Equi
pment、英語略称：ＵＥ）間のデバイス間近接サービス（英語正式名称：Device　to　Dev
ice　Proximity　Service、英語略称：Ｄ２Ｄ　ＰｒｏＳｅ）が注目の話題になっている
。
【０００３】
　現在、依然として、Ｄ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおける信号送信に対する完璧な解決策はない
。可能性のあるケースは、従来のＬＴＥモードを直接利用することである。すなわち、時
間‐周波数リソースの固定されたセグメントにおいて、信号（例えば発見信号）を送信す
るために動的スケジューリングモードを利用する。しかしながら、マクロセルの範囲では
、ユーザーイクイップメントの数が比較的多い場合、複数のユーザーイクイップメントを
スケジュールして、時間‐周波数リソースを割り当てる必要がある。リアルタイムのスケ
ジューリングを行えない可能性があり、よって、一部のユーザーイクイップメントを過度
に長く待機させることになり得る。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明の実施形態は、デバイス間近接サービス（Ｄ２Ｄ　ＰｒｏＳｅ）において信号を
伝送する方法、基地局およびユーザーイクイップメントを提供する。よって、異なるユー
ザークラスタ間のリソース競合を回避することができ、ユーザーイクイップメントが時間
‐周波数リソースを利用するのに要する待機時間を効果的に低減することができる。
【０００５】
　第１の態様は、デバイス間近接サービスにおいて信号を伝送する方法を提供する。本方
法は、基地局が、該基地局がカバーするセル内のＮ個のユーザークラスタの各ユーザーク
ラスタに少なくとも１つの時間‐周波数リソースセットを割り当てるステップであって、
基地局がＮ個のユーザークラスタに割り当てたＭ個の時間‐周波数リソースセットのうち
少なくとも２つの時間‐周波数リソースセットは互いに異なり、Ｎは２以上の整数であり
、ＭはＮ以上の整数である、ステップと、基地局が、Ｎ個のユーザークラスタのＲ番目の
ユーザークラスタにＲ番目の情報を送信するステップであって、Ｒ番目の情報は、基地局
が前記Ｒ番目のユーザークラスタに割り当てたＲ番目の時間‐周波数リソースセットを示
すのに用いられ、且つ、信号の伝送に用いられ、Ｒの値はそれぞれ１，２，…，Ｎである
、ステップと、を有する。
【０００６】
　第１の態様に関して、第１の態様の第１の可能な実施方式では、Ｎ個のユーザークラス
タのＭ個の時間‐周波数リソースセットのうち任意の２つの時間‐周波数リソースセット
には交差セットがない。
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【０００７】
　第１の態様に関して、第１の態様の第２の可能な実施方式では、基地局が、該基地局が
カバーするセル内のＮ個のユーザークラスタの各ユーザークラスタに少なくとも１つの時
間‐周波数リソースセットを割り当てるステップは、前記基地局が、前記Ｎ個のユーザー
クラスタ間の干渉についての情報に従って、前記Ｎ個のユーザークラスタの各ユーザーク
ラスタに前記少なくとも１つの時間‐周波数リソースセットを割り当てるステップ、を含
む。
【０００８】
　第１の態様の第２の可能な実施方式に関して、第１の態様の第３の可能な実施方式では
、基地局が、前記Ｎ個のユーザークラスタ間の干渉についての情報に従って、前記Ｎ個の
ユーザークラスタの各ユーザークラスタに前記少なくとも１つの時間‐周波数リソースセ
ットを割り当てるステップは、Ｎ個のユーザークラスタのｉ番目のユーザークラスタとｊ
番目のユーザークラスタの間の干渉が第１の閾値以上であると決定された場合、前記ｉ番
目のユーザークラスタにｉ１番目の時間‐周波数リソースセットを割り当て、前記ｊ番目
のユーザークラスタにｊ１番目の時間‐周波数リソースセットを割り当てるステップであ
って、ｉ１番目の時間‐周波数リソースセットとｊ１番目の時間‐周波数リソースセット
には交差セットがない、ステップ、または、ｉ番目のユーザークラスタとｊ番目のユーザ
ークラスタの間の干渉が第２の閾値以下である場合、ｉ番目のユーザークラスタにｉ２番
目の時間‐周波数リソースセットを割り当て、ｊ番目のユーザークラスタにｊ２番目の時
間‐周波数リソースセットを割り当てるステップであって、ｉ２番目の時間‐周波数リソ
ースセットとｊ２番目の時間‐周波数リソースセットには交差セットがある、ステップ、
を含む。第２の閾値は第１の閾値以下であり、ｉは１～Ｎの任意の整数であり、ｊはｉを
除く１～Ｎの任意の整数である。
【０００９】
　第１の態様および第１の態様の第１～第３の可能な実施方式のうちいずれかの可能な実
施方式に関して、第１の態様の第４の可能な実施方式では、Ｎ個のユーザークラスタのＭ
個の時間‐周波数リソースセットは、全て物理リソースブロック（ＰＲＢ）時間‐周波数
リソースセットである。
【００１０】
　第１の態様の第４の可能な実施方式に関して、第１の態様の第５の可能な実施方式では
、本方法は更に、基地局が、Ｒ番目のユーザークラスタの第１のユーザーイクイップメン
トによって送信され携帯するリソース階層がＰである第１のメッセージを受信するステッ
プであって、第１のメッセージは、第１のＵＥがＲ番目の時間‐周波数リソースセットの
（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐｘ（ｋ＋１））番目のＰＲＢを用いて、Ｒ番目のユーザーク
ラスタの第２のユーザーイクイップメントに信号を送信することを示すのに用いられ、Ｐ
はＱ以下の正の整数であり、ｋの値の範囲は（Ｑ／Ｐ）の丸めた数未満の非負整数であり
、Ｑは第１の時間‐周波数リソースセットに含まれるＰＲＢの数である、ステップと、基
地局が、第１のメッセージに従って、携帯するリソース階層がＰである第２のメッセージ
を第２のユーザーイクイップメントに送信して、第２のユーザーイクイップメントがＲ番
目の時間‐周波数リソースセットにおいて、第１のユーザーイクイップメントによって送
信された信号を検出するときに第２のメッセージを利用できるようにする、ステップと、
を有する。
【００１１】
　第１の態様の第５の可能な実施方式に関して、第１の態様の第６の可能な実施方式では
、基地局が第１のメッセージを受信する前に、本方法は更に、基地局が、Ｒ番目のユーザ
ークラスタに第３の情報を送信するステップを有する。第３の情報は、Ｒ番目の時間‐周
波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢを用いて
信号を送信することを指示するのに用いられる。Ｐの値の範囲はＱ以下の正の整数であり
、ｋの値の範囲は、（Ｑ／Ｐ）の丸めた数未満の非負整数である。
【００１２】
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　第１の態様および第１の態様の第１～第６の可能な実施方式のうちいずれかの可能な実
施方式に関して、第１の態様の第７の可能な実施方式では、Ｒ番目の情報は、Ｒ番目のユ
ーザークラスタのユーザー識別子とＲ番目の時間‐周波数リソースセットとの対応関係を
含む。
【００１３】
　第２の態様は、デバイス間近接サービスにおいて信号を伝送する方法を提供する。本方
法は、第１のユーザーイクイップメントが、基地局によって送信された第１のメッセージ
を受信するステップであって、第１のメッセージは、第１のユーザーイクイップメントの
属する第１のユーザークラスタに割り当てられる第１の時間‐周波数リソースセットを示
すのに用いられ、第１の時間‐周波数リソースセットは、基地局がカバーするセル内の少
なくとも１つの別のユーザークラスタに基地局が割り当てる第２の時間‐周波数リソース
セットと異なる、ステップと、第１のユーザーイクイップメントが、第１の時間‐周波数
リソースセットに従って、第２のユーザーイクイップメントに信号を送信するステップで
あって、第２のユーザーイクイップメントは第１のユーザークラスタに属する、ステップ
と、を有する。
【００１４】
　第２の態様に関して、第２の態様の第１の可能な実施方式では、第１のユーザークラス
タと少なくとも１つの別のユーザークラスタとの間の干渉は、第１の閾値以上である。
【００１５】
　第２の態様または第２の態様の第１の可能な実施方式に関して、第２の態様の第２の可
能な実施方式では、第１の時間‐周波数リソースセットは物理リソースブロック（ＰＲＢ
）時間‐周波数リソースセットである。
【００１６】
　第２の態様の第２の可能な実施方式に関して、第２の態様の第３の可能な実施方式では
、第１のユーザーイクイップメントが第１の時間‐周波数リソースセットに従って第２の
ユーザーイクイップメントに信号を送信するステップは、第１のユーザーイクイップメン
トが、第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））
番目のＰＲＢを用いて、第２のユーザーイクイップメントに信号を送信するステップ、を
含む。Ｐはリソース階層であり、且つＱ以下の正の整数であり、ｋは（Ｑ／Ｐ）の丸めた
数
未満の非負整数であり、Ｑは第１の時間‐周波数リソースセットに含まれるＰＲＢの数で
ある。
【００１７】
　第２の態様の第３の可能な実施方式に関して、第２の態様の第４の可能な実施方式では
、本方法は更に、第１のユーザーイクイップメントが、携帯するリソース階層がＰである
第２のメッセージを基地局に送信するステップ、を有する。第２のメッセージは、基地局
が第２のユーザーイクイップメントに携帯するリソース階層がＰである第３のメッセージ
を送信することをトリガして、第２のユーザーイクイップメントが第１の時間‐周波数リ
ソースセットにおいて、第１のユーザーイクイップメントによって送信された信号を検出
するときに第３のメッセージを利用できるようにするのに用いられる。
【００１８】
　第２の態様の第３または第４の可能な実施方式に関して、第２の態様の第５の可能な実
施方式では、第１のユーザーイクイップメントが第１の時間‐周波数リソースセットに従
って第２のユーザーイクイップメントに信号を送信するステップの前に、本方法は更に、
第１のユーザーイクイップメントが、基地局によって送信された第４のメッセージを受信
するステップ、を有する。第４のメッセージは、第１の時間‐周波数リソースセットの（
１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢを用いて信号を送信することを命
令するのに用いられる。Ｐの値の範囲はＱ以下の正の整数であり、ｋの値の範囲は（Ｑ／
Ｐ）の丸めた数
未満の非負整数である。
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【００１９】
　第２の態様および第２の態様の第１～第５の可能な実施方式のうちいずれかの可能な実
施方式に関して、第２の態様の第６の可能な実施方式では、第１のメッセージは、第１の
ユーザークラスタのユーザー識別子と第１の時間‐周波数リソースセットとの対応関係を
含む。第１のユーザーイクイップメントが第１の時間‐周波数リソースセットに従って第
２のユーザーイクイップメントに信号を送信するステップは、第１のユーザーイクイップ
メントが、対応関係に従って第１の時間‐周波数リソースセットを決定するステップと、
第１のユーザーイクイップメントが、第１の時間‐周波数リソースセットに従って、第２
のユーザーイクイップメントに信号を送信するステップと、を含む。
【００２０】
　第３の態様は、デバイス間近接サービスにおいて信号を伝送する方法を提供する。本方
法は、第２のユーザーイクイップメントが、基地局によって送信された第１のメッセージ
を受信するステップであって、第１のメッセージは、第２のユーザーイクイップメントの
属する第１のユーザークラスタに割り当てられる第１の時間‐周波数リソースセットを示
すのに用いられ、第１の時間‐周波数リソースセットと基地局がカバーするセル内の少な
くとも１つの別のユーザークラスタに基地局が割り当てる第２の時間‐周波数リソースセ
ットとの間には交差セットがない、ステップと、第２のユーザーイクイップメントが、第
１の時間‐周波数リソースセットに従って、第１のユーザーイクイップメントによって送
信された信号を検出するステップであって、第１のユーザーイクイップメントは第１のユ
ーザークラスタに属する、ステップと、を有する。
【００２１】
　第３の態様に関して、第３の態様の第１の可能な実施方式では、Ｒ番目のユーザークラ
スタと少なくとも１つの別のユーザークラスタとの間の干渉は、第１の閾値以上である。
【００２２】
　第３の態様または第３の態様の第１の可能な実施方式に関して、第３の態様の第２の可
能な実施方式では、第１の時間‐周波数リソースセットは物理リソースブロック（ＰＲＢ
）時間‐周波数リソースセットである。
【００２３】
　第３の態様の第２の可能な実施方式に関して、第３の態様の第３の可能な実施方式では
、本方法は更に、第２のユーザーイクイップメントが、基地局によって送信された第２の
メッセージを受信するステップを有する。第２のメッセージは、第１の時間‐周波数リソ
ースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢにおいて信号を検
出することを命令するのに用いられる。Ｐはリソース階層であり、且つＱ以下の正の整数
であり、ｋの値の範囲は（Ｑ／Ｐ）の丸めた数未満の非負整数であり、Ｑは第１の時間‐
周波数リソースセットに含まれるＰＲＢの数である。第２のユーザーイクイップメントが
第１の時間‐周波数リソースセットに従って第１のユーザーイクイップメントによって送
信された信号を検出するステップは、第２のユーザーイクイップメントが、第２のメッセ
ージに従って、信号が検出されるまで、第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×
ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢにおいて連続してブラインド検出を実行す
るステップ、を含む。ｋの値はそれぞれ０，１，…，Ｌであり、Ｌは（Ｑ／Ｐ）の整数部
分から１を引いて得られる差に等しい。
【００２４】
　第３の態様の第２の可能な実施方式に関して、第３の態様の第４の可能な実施方式では
、第２のユーザーイクイップメントが第１の時間‐周波数リソースセットに従って第１の
ユーザーイクイップメントによって送信された信号を検出するステップは、第２のユーザ
ーイクイップメントが、信号が検出されるまで、第１の時間‐周波数リソースセットの（
１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢに連続してブラインド検出を実行
するステップを含む。ｋの値はそれぞれ０，１，…，Ｌであり、Ｌは（Ｑ／Ｐ）の整数部
分から１を引いて得られる差に等しい。Ｐの値はそれぞれ０，１，…，Ｖであり、ＶはＱ
から１を引いて得られる差であり、Ｑは第１の時間‐周波数リソースセットに含まれるＰ
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ＲＢの数である。
【００２５】
　第３の態様および第３の態様の第１～第４の可能な実施方式のうちいずれかの可能な実
施方式に関して、第３の態様の第５の可能な実施方式では、第１のメッセージは、第１の
ユーザークラスタのユーザー識別子と第１の時間‐周波数リソースセットとの対応関係を
含む。第２のユーザーイクイップメントが第１の時間‐周波数リソースセットに従って第
１のユーザーイクイップメントによって送信された信号を検出するステップは、第２のユ
ーザーイクイップメントが、対応関係に従って第１の時間‐周波数リソースセットを決定
するステップと、第２のユーザーイクイップメントが、第１の時間‐周波数リソースセッ
トに従って、第１のユーザーイクイップメントによって送信された信号を検出するステッ
プと、を含む。
【００２６】
　第４の態様は基地局を提供する。本基地局は、当該基地局がカバーするセル内のＮ個の
ユーザークラスタの各ユーザークラスタに少なくとも１つの時間‐周波数リソースセット
を割り当てるように構成される割当てモジュールであって、基地局がＮ個のユーザークラ
スタに割り当てたＭ個の時間‐周波数リソースセットのうち少なくとも２つの時間‐周波
数リソースセットは異なり、Ｎは２以上の整数であり、ＭはＮ以上の整数である、割当て
モジュールと、Ｎ個のユーザークラスタのＲ番目のユーザークラスタにＲ番目の情報を送
信するように構成される送信モジュールであって、Ｒ番目の情報は、基地局がＲ番目のユ
ーザークラスタに割り当てたＲ番目の時間‐周波数リソースセットを示すのに用いられ、
且つ、信号の伝送に用いられ、Ｒの値はそれぞれ１，２，…，Ｎに設定される、送信モジ
ュールと、を備える。
【００２７】
　第４の態様に関して、第４の態様の第１の可能な実施方式では、割当てモジュールがＮ
個のユーザークラスタに割り当てたＭ個の時間‐周波数リソースセットのうち任意の２つ
の時間‐周波数リソースセットには、交差セットがない。
【００２８】
　第４の態様に関して、第４の態様の第２の可能な実施方式では、割当てモジュールがＮ
個のユーザークラスタの各ユーザークラスタに割り当てる少なくとも１つの時間‐周波数
リソースセットは、Ｎ個のユーザークラスタ間の干渉についての情報に従って決定される
。
【００２９】
　第４の態様の第２の可能な実施方式に関して、第４の態様の第３の可能な実施方式では
、割当てモジュールは、
　Ｎ個のユーザークラスタのｉ番目のユーザークラスタとｊ番目のユーザークラスタの間
の干渉が第１の閾値以上であると決定された場合、ｉ番目のユーザークラスタにｉ１番目
の時間‐周波数リソースセットを割り当て、ｊ番目のユーザークラスタにｊ１番目の時間
‐周波数リソースセットを割り当てるように構成される第１の割当てユニットであって、
ｉ１番目の時間‐周波数リソースセットとｊ１番目の時間‐周波数リソースセットとの間
には交差セットがない、第１の割当てユニットと、
　ｉ番目のユーザークラスタとｊ番目のユーザークラスタの間の干渉が第２の閾値以下で
あると決定された場合、ｉ番目のユーザークラスタにｉ２番目の時間‐周波数リソースセ
ットを割り当て、ｊ番目のユーザークラスタにｊ２番目の時間‐周波数リソースセットを
割り当てるように構成される第２の割当てユニットであって、ｉ２番目の時間‐周波数リ
ソースセットとｊ２番目の時間‐周波数リソースセットとの間には交差セットがある、第
２の割当てユニットと、
　のうち少なくとも１つを有する。第２の閾値は第１の閾値以下であり、ｉは１～Ｎの任
意の整数であり、ｊはｉを除く１～Ｎの任意の整数である。
【００３０】
　第４の態様および第４の態様の第１～第３の可能な実施方式のうちいずれかの可能な実
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施方式に関して、第４の態様の第４の可能な実施方式では、割当てモジュールがＮ個のユ
ーザークラスタに割り当てるＭ個の時間‐周波数リソースセットは全て物理リソースブロ
ック（ＰＲＢ）時間‐周波数リソースセットである。
【００３１】
　第４の態様の第４の可能な実施方式に関して、第４の態様の第５の可能な実施方式では
、基地局は更に、Ｒ番目のユーザークラスタの第１のユーザーイクイップメントによって
送信され携帯するリソース階層がＰである第１のメッセージを受信するように構成される
受信モジュールを備える。第１のメッセージは、第１のユーザーイクイップメントが第１
の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲ
Ｂを用いて、Ｒ番目のユーザークラスタの第２のユーザーイクイップメントに信号を送信
することを示すのに用いられる。ＰはＱ以下の正の整数であり、ｋの値の範囲は（Ｑ／Ｐ
）の丸めた数未満の非負整数であり、ＱはＲ番目の時間‐周波数リソースセットに含まれ
るＰＲＢの数である。基地局は更に、第１のメッセージに従って、携帯するリソース階層
がＰである第２のメッセージを第２のユーザーイクイップメントに送信して、第２のＵＥ
がＲ番目の時間‐周波数リソースセットにおいて、第１のユーザーイクイップメントによ
って送信された信号を検出するときに第２のメッセージを利用できるようにするように構
成される送信モジュールを備える。
【００３２】
　第４の態様の第５の可能な実施方式に関して、第４の態様の第６の可能な実施方式では
、送信モジュールは更に、受信モジュールが第１のメッセージを受信する前に、Ｒ番目の
ユーザークラスタに第３の情報を送信するように構成される。第３の情報は、第１の時間
‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢを用
いて信号を送信することを指示するのに用いられる。Ｐの値の範囲はＱ以下の正の整数で
あり、ｋの値の範囲は（Ｑ／Ｐ）の丸めた数未満の非負整数である。
【００３３】
　第４の態様および第４の態様の第１～第６の可能な実施方式のうちいずれかの可能な実
施方式に関して、第４の態様の第７の可能な実施方式では、送信モジュールによって送信
されるＲ番目の情報は、Ｒ番目のユーザークラスタのユーザー識別子とＲ番目の時間‐周
波数リソースセットとの対応関係を含む。
【００３４】
　第５の態様は、ユーザーイクイップメントを提供する。本ユーザーイクイップメントは
、基地局によって送信された第１のメッセージを受信するように構成される受信モジュー
ルであって、第１のメッセージは、ユーザーイクイップメントの属する第１のユーザーク
ラスタに割り当てられた第１の時間‐周波数リソースセットを示すのに用いられ、第１の
時間‐周波数リソースセットは、基地局がカバーするセル内の少なくとも１つの別のユー
ザークラスタに基地局が割り当てる第２の時間‐周波数リソースセットと異なる、受信モ
ジュールと、受信モジュールによって受信された第１の時間‐周波数リソースセットに従
って、第２のユーザーイクイップメントに信号を送信するように構成される送信モジュー
ルであって、第２のユーザーイクイップメントは第１のユーザークラスタに属する、送信
モジュールと、を備える。
【００３５】
　第５の態様に関して、第５の態様の第１の可能な実施方式では、第１のユーザークラス
タと少なくとも１つの別のユーザークラスタとの間の干渉は、第１の閾値以上である。
【００３６】
　第５の態様または第５の態様の第１の可能な実施方式に関して、第５の態様の第２の可
能な実施方式では、受信モジュールによって受信される第１の時間‐周波数リソースセッ
トは、物理リソースブロック（ＰＲＢ）時間‐周波数リソースセットである。
【００３７】
　第５の態様の第２の可能な実施方式に関して、第５の態様の第３の可能な実施方式では
、送信モジュールは、特に、第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目か
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ら（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢを用いて、第２のユーザーイクイップメントに信号を
送信するように構成される。Ｐはリソース階層であり、且つＱ以下の正の整数であり、ｋ
は（Ｑ／Ｐ）の丸めた数未満の非負整数であり、Ｑは、第１の時間‐周波数リソースセッ
トに含まれるＰＲＢの数である。
【００３８】
　第５の態様の第３の可能な実施方式に関して、第５の態様の第４の可能な実施方式では
、送信モジュールは更に、携帯するリソース階層がＰである第２のメッセージを基地局に
送信するように構成される。第２のメッセージは、基地局が第２のユーザーイクイップメ
ントに携帯するリソース階層がＰである第３のメッセージを送信することをトリガして、
第２のユーザーイクイップメントが第１の時間‐周波数リソースセットにおいて、ユーザ
ーイクイップメントによって送信された信号を検出するときに第３のメッセージを利用で
きるようにするのに用いられる。
【００３９】
　第５の態様の第３または第４の可能な実施方式に関して、第５の態様の第５の可能な実
施方式では、受信モジュールは更に、送信モジュールが第２のユーザーイクイップメント
に信号を送信する前に、基地局によって送信された第４のメッセージを受信するように構
成される。第４のメッセージは、第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番
目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢを用いて信号を送信することを命令するのに用い
られる。Ｐの値の範囲はＱ以下の正の整数であり、ｋの値の範囲は（Ｑ／Ｐ）の丸めた数
未満の非負整数である。
【００４０】
　第５の態様および第５の態様の第１～第５の可能な実施方式のうちいずれかの可能な実
施方式に関して、第５の態様の第６の可能な実施方式では、受信モジュールによって受信
された第１のメッセージは、第１のユーザークラスタのユーザー識別子と第１の時間‐周
波数リソースセットとの対応関係を含む。送信モジュールは、受信モジュールによって受
信される対応関係に従って、第１の時間‐周波数リソースセットを決定するように構成さ
れる決定ユニットと、決定ユニットによって決定された第１の時間‐周波数リソースセッ
トに従って、第２のユーザーイクイップメントに信号を送信するように構成される送信ユ
ニットと、を有する。
【００４１】
　第６の態様はユーザーイクイップメントを提供する。本ユーザーイクイップメントは、
基地局によって送信された第１のメッセージを受信するように構成される受信モジュール
であって、第１のメッセージは、ユーザーイクイップメントの属する第１のユーザークラ
スタに割り当てられた第１の時間‐周波数リソースセットを示すのに用いられ、第１の時
間‐周波数リソースセットは、基地局がカバーするセル内の少なくとも１つの別のユーザ
ークラスタに基地局が割り当てた第２の時間‐周波数リソースセットと異なる、受信モジ
ュールと、受信モジュールによって受信された第１の時間‐周波数リソースセットに従っ
て、第１のユーザーイクイップメントによって送信された信号を検出するように構成され
る検出モジュールであって、第１のユーザーイクイップメントは第１のユーザークラスタ
に属する、検出モジュールと、を備える。
【００４２】
　第６の態様に関して、第６の態様の第１の可能な実施方式では、第１のユーザークラス
タと少なくとも１つの別のユーザークラスタとの間の干渉は、第１の閾値以上である。
【００４３】
　第６の態様または第６の態様の第１の可能な実施方式に関して、第６の態様の第２の可
能な実施方式では、受信モジュールによって受信される第１の時間‐周波数リソースセッ
トは、物理リソースブロック（ＰＲＢ）時間‐周波数リソースセットである。
【００４４】
　第６の態様の第２の可能な実施方式に関して、第６の態様の第３の可能な実施方式では
、受信モジュールは更に、基地局によって送信される第２のメッセージを受信するように
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構成される。第２のメッセージは、第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）
番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢにおいて信号が検出されたことを示すのに用い
られる。Ｐはリソース階層であり、且つＱ以下の正の整数であり、ｋの値の範囲は（Ｑ／
Ｐ）の丸めた数部分未満の非負整数であり、Ｑは第１の時間‐周波数リソースセットに含
まれるＰＲＢの数である。検出モジュールは、特に、第２のメッセージに従って、信号が
検出されるまで、第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（
ｋ＋１））番目のＰＲＢに連続してブラインド検出を実行するように構成される。ｋの値
はそれぞれ０，１，…，Ｌであり、Ｌは（Ｑ／Ｐ）の整数部分から１を引いて得られる差
である。
【００４５】
　第６の態様の第２の可能な実施方式に関して、第６の態様の第４の可能な実施方式では
、検出モジュールは、特に、信号が検出されるまで、第１の時間‐周波数リソースセット
の（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢに連続してブラインド検出を
実行するように構成される。ｋの値はそれぞれ０，１，…，Ｌであり、ＬはＱ／Ｐ）の整
数部分から１を引いて得られる差に等しい。Ｐの値はそれぞれ０，１，…，Ｖであり、Ｖ
はＱから１を引いて得られる差であり、Ｑは第１の時間‐周波数リソースセットに含まれ
るＰＲＢの数である。
【００４６】
　第６の態様および第６の態様の第１～第４の可能な実施方式のうちいずれかの可能な実
施方式に関して、第６の態様の第５の可能な実施方式では、受信モジュールによって送信
される第１のメッセージは、第１のユーザークラスタのユーザー識別子と第１の時間‐周
波数リソースセットとの対応関係を含む。検出モジュールは、対応関係に従って第１の時
間‐周波数リソースセットを決定するように構成される決定ユニットと、第１の時間‐周
波数リソースセットに従って、第１のユーザーイクイップメントによって送信された信号
を検出するように構成される検出ユニットと、を有する。
【００４７】
　要するに、本発明の実施形態におけるデバイス間近接サービスにおいて信号を伝送する
方法、基地局およびユーザーイクイップメントによれば、異なるユーザークラスタには完
全に同じではない時間‐周波数リソースが割り当てられる。よって、複数のユーザークラ
スタ間の時間‐周波数リソース競合を回避することができ、ユーザーイクイップメントが
時間‐周波数リソースを利用するのに要する待機時間を効果的に低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００４８】
　本発明の実施形態における技術的解決策をより明確に説明するために、以下、実施形態
の説明に必要な添付の図面を簡単に紹介する。当然ながら、添付の図面は以下の説明にお
いて、本発明の一部の実施形態を示すに過ぎない。当業者であれば、これらの添付の図面
から創意工夫なく他の図面を更に導出できるであろう。
【図１】本発明の実施形態に係る、ユーザークラスタに時間‐周波数リソースセットを割
り当てる方法の概略図である。
【図２】本発明の実施形態に係る、デバイス間近接サービスにおいて信号を伝送する方法
の概略フローチャートである。
【図３】本発明の実施形態に係る時間‐周波数リソースセットおよびリソース階層の概略
図である。
【図４】本発明の別の実施形態に係る、デバイス間近接サービスにおいて信号を伝送する
方法の概略フローチャートである。
【図５】本発明の更に別の実施形態に係る、デバイス間近接サービスにおいて信号を伝送
する方法の概略フローチャートである。
【図６】本発明の実施形態に係る基地局の概略ブロック図である。
【図７】本発明の実施形態に係るユーザーイクイップメントの概略ブロック図である。
【図８】本発明の実施形態に係る別のユーザーイクイップメントの概略ブロック図である
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。
【図９】本発明の別の実施形態に係る基地局の概略ブロック図である。
【図１０】本発明の別の実施形態に係るユーザーイクイップメントの概略ブロック図であ
る。
【図１１】本発明の別の実施形態に係る別のユーザーイクイップメントの概略ブロック図
である。
【発明を実施するための形態】
【００４９】
　以下、本発明の実施形態において添付の図面を参照して、本発明の実施形態における技
術的解決策を明確且つ完全に説明する。当然ながら、説明される実施形態は、本発明の実
施形態の一部であって全部ではない。当業者が本発明の実施形態に基づいて創意工夫なく
得た他の実施形態は全て、本発明の保護範囲に包含されるものとする。
【００５０】
　留意すべきこととして、本発明の技術的解決策は、グローバル・システム・フォー・モ
バイル・コミュニケーションズ（英語正式名称：Global　System　for　Mobile　Communi
cations、英語略称：ＧＳＭ）システム、符号分割多元接続（英語正式名称：Code　Divis
ion　Multiple　Access、英語略称：ＣＤＭＡ）システム、広帯域符号分割多元接続（英
語正式名称：Wideband　Code　Division　Multiple　Access、英語略称：ＷＣＤＭＡ）シ
ステム、汎用パケット無線サービス（英語正式名称：General Packet Radio Service、英
語略称：ＧＰＲＳ）、ＬＴＥシステム、ロング・ターム・エボリューション・アドバンス
ド（英語正式名称：Long　Term　Evolution　Advanced、英語略称：ＬＴＥ－Ａ）システ
ム、ユニバーサル・モバイル・テレコミュニケーション・システム（英語正式名称：Univ
ersal　Mobile　Telecommunications　System、英語略称：ＵＭＴＳ）等、様々な通信シ
ステムに適用されてよい。
【００５１】
　留意すべきこととして、本発明の実施形態において、ユーザーイクイップメント（英語
正式名称：User　Equipment、英語略称：ＵＥ）は、移動局（英語正式名称：Mobile　Sta
tion、英語略称：ＭＳ）、携帯端末（英語正式名称：Mobile　Terminal）、携帯電話（英
語正式名称：携帯電話）、ハンドセット（英語正式名称：handset）、ポータブルデバイ
ス（英語正式名称：portable　device）を含むが、これらに限定されない。ユーザーイク
イップメントは、無線アクセスネットワーク（英語正式名称：Radio　Access　Network、
英語略称：ＲＡＮ）を用いて１以上のコアネットワークと通信してよい。例えば、ユーザ
ーイクイップメントは、携帯電話（或いは「セルラー」電話と称される）や無線通信機能
をもつコンピューターであってよい。例えば、ユーザーイクイップメントは、ポータブル
、ポケットサイズ、ハンドヘルド、コンピューター内蔵または車載のモバイル装置であっ
てよい。
【００５２】
　本発明の実施形態において、基地局はＧＳＭまたはＣＤＭＡのベーストランシーバ基地
局（英語正式名称：Base　Transceiver　Station、英語略称：ＢＴＳ）であってよく、Ｗ
ＣＤＭＡのノードＢ（ＮｏｄｅＢ）であってよく、或いはＬＴＥの拡張ＮｏｄｅＢ（英語
正式名称：evolved　NodeB、英語略称：ｅＮＢまたはｅ－ＮｏｄｅＢ）であってよく、本
発明の実施形態では限定されない。
【００５３】
　当業者が本発明の実施形態をより理解できるように、図１は、本発明の一実施形態が適
用され得るシナリオの例の概略図を示す。図１に示されるように、基地局Ａがカバーする
セルはＮ個のユーザークラスタ（図１は例として３個のユーザークラスタのみを示す）を
含み、各ユーザークラスタは、Ｄ２Ｄ　ＰｒｏＳｅを実行することのできる少なくとも２
つのＵＥを含む。すなわち、各ユーザークラスタの少なくとも２つのＵＥが、互いにＤ２
Ｄ通信を実行することができる。図１に示されるように、それぞれの対応する時間‐周波
数リソースセット（Ｓｅｔ）がＮ個のユーザークラスタに割り当てられてよい。例えば、
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ユーザークラスタ１に時間‐周波数リソースセットＳｅｔ２が割り当てられ、ユーザーク
ラスタ２に時間‐周波数リソースセットＳｅｔ４が割り当てられ、ユーザークラスタＮに
時間‐周波数リソースセットＳｅｔＭが割り当てられる。よって、異なるユーザークラス
タ間のリソース競合を回避することができ、したがって、Ｄ２Ｄ　ＵＥが信号を伝送する
のに要する待機時間を効果的に低減することができる。
【００５４】
　留意すべきこととして、本発明の技術的解決策におけるユーザークラスタは、Ｄ２Ｄ通
信機能をもつＵＥによって形成されるユーザーグループであってよい。すなわち、ユーザ
ークラスタの全てのＵＥが互いにＤ２Ｄ通信を実行することができる。
【００５５】
　更に留意すべきこととして、本発明の本実施形態における時間‐周波数リソースセット
は、物理リソースブロック（英語正式名称：Physical　Resource　Block、英語略称：Ｐ
ＲＢ）時間‐周波数リソースセットであってよい。すなわち、最小のリソースユニットは
ＰＲＢである。或いは、本発明の本実施形態における時間‐周波数リソースセットはサブ
キャリア時間‐周波数リソースであってよく、本発明では限定されない。
【００５６】
　更に留意すべきこととして、図１は本発明の本実施形態の適用シナリオの具体例を示す
ものに過ぎず、本発明の本実施形態はこれに限定されない。例えば、同じ時間時間‐周波
数リソースセットまたは交差セットを有する時間‐周波数リソースセットが、互いに比較
的遠い２以上のユーザークラスタに割り当てられてよく、或いは、相互干渉の比較的小さ
い複数のユーザークラスタに割り当てられてよい。加えて、基地局がカバーするセル内の
異なるユーザークラスタは、異なる数のＵＥを含んでよい。これに対応して、異なる数の
ＵＥを含むユーザークラスタに割り当てられる時間‐周波数リソースセットＳｅｔに含ま
れるＰＲＢの数も異なってよく、本発明の本実施形態では限定されない。
【００５７】
　図２は、デバイス間近接サービス（Ｄ２Ｄ　ＰｒｏＳｅ）において信号を伝送する方法
１００を示す。方法１００は、例えば基地局によって実行されてよい。図２に示されるよ
うに、方法１００は以下のステップを有する。
【００５８】
　Ｓ１１０：基地局が、該基地局がカバーするセル内のＮ個のユーザークラスタの各ユー
ザークラスタに少なくとも１つの時間‐周波数リソースセットを割り当てる。基地局がＮ
個のユーザークラスタに割り当てたＭ個の時間‐周波数リソースセットのうち、少なくと
も２つの時間‐周波数リソースセットは互いに異なる。Ｎは２以上の整数であり、ＭはＮ
以上の整数である。
【００５９】
　Ｓ１２０：基地局は、Ｎ個のユーザークラスタのＲ番目のユーザークラスタにＲ番目の
情報を送信する。Ｒ番目の情報は、基地局がＲ番目のユーザークラスタに割り当てたＲ番
目の時間‐周波数リソースセットを示すのに用いられ、且つ、信号の伝送に用いられる。
Ｒの値はそれぞれ１，２，…，Ｎである。
【００６０】
　基地局は、基地局がカバーするセル（すなわちサービングセル）内のＮ個のユーザーク
ラスタの各ユーザークラスタに、少なくとも１つの時間‐周波数リソースセットを割り当
てる。基地局がＮ個のユーザークラスタに割り当てるＭ個の時間‐周波数リソースセット
のうち、少なくとも２つの時間‐周波数リソースセットが異なる。すなわち、少なくとも
、時間領域および周波数領域の観点から完全に異なる時間‐周波数リソースセットｒ（ユ
ーザークラスタｒに属する）と時間‐周波数リソースセットｔ（ユーザークラスタｔに属
する）が存在する。ｒとｔは異なり、ｒとｔの両方が１とＮとの間である。
【００６１】
　基地局は、Ｎ個のユーザークラスタのＲ番目のユーザークラスタにＲ番目の情報を送信
する。Ｒ番目の情報は、Ｒ番目のユーザークラスタのユーザーイクイップメントがＲ番目
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の時間‐周波数リソースセットに従って信号伝送（例えば発見信号の伝送）を実行できる
ように、基地局がＲ番目のユーザークラスタに割り当てたＲ番目の時間‐周波数リソース
セットを示すのに用いられ、且つ、信号の伝送に用いられる。Ｒ番目の時間‐周波数リソ
ースセットは、基地局がＮ個のユーザークラスタに割り当てるＭ個の時間‐周波数リソー
スセットのうちＲ番目のユーザークラスタに対応する時間‐周波数リソースセットである
。Ｒの値は、それぞれ１，２，…，Ｎである。
【００６２】
　したがって、本発明の本実施形態のＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する方法に
よれば、異なるユーザークラスタには完全に同じではない時間‐周波数リソースが割り当
てられる。よって、複数のユーザークラスタ間の時間‐周波数リソース競合を回避するこ
とができ、ユーザーイクイップメントが時間‐周波数リソースを利用するのに要する待機
時間を効果的に低減することができる。
【００６３】
　留意すべきこととして、Ｓ１２０において、基地局はＮ個のユーザークラスタのＲ番目
のユーザークラスタにＲ番目の情報を送信する。Ｒ番目の情報は、基地局がＲ番目のユー
ザークラスタに割り当てたＲ番目の時間‐周波数リソースセットを示すのに用いられ、且
つ、信号の伝送に用いられる。Ｒの値はそれぞれ１，２，…，Ｎである。具体的には、基
地局が、カバーするセル内の各ユーザークラスタに、それぞれの時間‐周波数リソースセ
ットを示すのに用いられる情報を送信することを表す。留意すべきこととして、基地局は
ブロードキャストの形式で、各ユーザークラスタにブロードキャストメッセージを配信し
てよい。ブロードキャストメッセージは、基地局が各ユーザークラスタにそれぞれ割り当
てる時間‐周波数リソースセットを示すのに用いられる情報を含む。例えば、第１の情報
は、基地局が第１のユーザークラスタに割り当てる第１の時間‐周波数リソースセットを
示すのに用いられ、第２の情報は、基地局が第２のユーザークラスタに割り当てる第２の
時間‐周波数リソースセットを示すのに用いられ、…、Ｎ番目の情報は、基地局がＮ番目
のユーザークラスタに割り当てるＮ番目の時間‐周波数リソースセットを示すのに用いら
れる。基地局は各ユーザークラスタに、基地局によって割り当てられる時間‐周波数リソ
ースセットを示すのに用いられるメッセージを別々に送信してもよい。例えば、基地局が
第１のユーザークラスタに割り当てる第１の時間‐周波数リソースセットを示すのに用い
られる第１の情報を含む第１のメッセージを第１のユーザークラスタに送信し、基地局が
第２のユーザークラスタに割り当てる第２の時間‐周波数リソースセットを示すのに用い
られる第２の情報を含む第２のメッセージを第２のユーザークラスタに送信し、同様に、
基地局がＮ番目のユーザークラスタに割り当てるＮ番目の時間‐周波数リソースセットを
示すのに用いられるＮ番目の情報を含むＮ番目のメッセージをＮ番目のユーザークラスタ
に送信してよい。すなわち、本発明の本実施形態ではメッセージの種類は限定されない。
【００６４】
　Ｓ１１０において、基地局は、サービングセルの各ユーザークラスタに時間‐周波数リ
ソースセットを割り当てる。任意に、サービングセル内の全ての利用可能なＤ２Ｄリソー
スがＭ個の時間‐周波数リソースセットに分割されてよい。Ｍ個の時間‐周波数リソース
セットはそれぞれ、セル内の各ユーザークラスタに割り当てられる。具体的には、図１に
示されるように、基地局Ａは、全ての利用可能なＤ２Ｄ時間‐周波数リソース（D2D　Ban
dwidth）をＭブロック、すなわちＳｅｔ１，Ｓｅｔ２，…，ＳｅｔＭに分割する。Ｍ個の
時間‐周波数リソースセットに従って、セル内の各ユーザークラスタに少なくとも１つの
時間‐周波数リソースセットが割り当てられる。すなわち、各ユーザークラスタに１個の
時間‐周波数リソースセットが割り当てられてもよく、各ユーザークラスタに複数の時間
‐周波数リソースセットが割り当てられてもよく、一部のユーザークラスタに１個の時間
‐周波数リソースセットが割り当てら、他の一部のユーザークラスタに複数の時間‐周波
数リソースセットが割り当てられてもよく、本発明の本実施形態では限定されない。
【００６５】
　Ｎ個のユーザークラスタに割り当てられるＭ個の時間‐周波数リソースセットのうち少
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なくとも２つの時間‐周波数リソースセットは異なる。
【００６６】
　任意に、一実施形態として、図２に示される方法１００では、Ｎ個のユーザークラスタ
のＭ個の時間‐周波数リソースセットのうち任意の２つの時間‐周波数リソースセットに
は交差セットがない。
【００６７】
　具体的には、図１に示されるように、一例として、基地局Ａのサービングセルは３個の
ユーザークラスタ（ユーザークラスタ１，２，Ｎ）を含む。ユーザークラスタ１に時間‐
周波数リソースセットＳｅｔ２が割り当てられ、ユーザークラスタ２に時間‐周波数リソ
ースセットＳｅｔ４が割り当てられ、ユーザークラスタＮに時間‐周波数リソースセット
ＳｅｔＭが割り当てられる。時間‐周波数リソースセットＳｅｔ２，Ｓｅｔ４，ＳｅｔＭ
には、時間領域および周波数領域の観点から交差セットがない。すなわち、異なるユーザ
ークラスタには完全に異なる時間‐周波数リソースセットが割り当てられる。例えば、ユ
ーザークラスタ１のＵＥについて、信号伝送の際に時間‐周波数リソースセットＳｅｔ２
が直接的に利用されてよい。別のユーザークラスタのＵＥとリソース競合する必要がなく
、信号伝送に要する待機時間を効果的に低減することができ、よって、信号伝送の効率が
改善される。
【００６８】
　本発明の本実施形態では、基地局がセル内の各ユーザークラスタに時間‐周波数リソー
スセットを割り当てるとき、例えば、比較的遠くに位置する図１のユーザークラスタ１と
ユーザークラスタＮのように、相互干渉の小さいユーザークラスタには、同じ時間‐周波
数リソースセットまたは少なくとも交差セットを有する時間‐周波数リソースセットが割
り当てられてよい。具体的には、ユーザークラスタ間の干渉についての情報に従って、ユ
ーザークラスタにそれぞれの時間‐周波数リソースセットが割り当てられてよい。
【００６９】
　任意に、一実施形態として、Ｓ１１０で基地局が、該基地局がカバーするセル内のＮ個
のユーザークラスタの各ユーザークラスタに少なくとも１つの時間‐周波数リソースセッ
トを割り当てることは、
　基地局が、Ｎ個のユーザークラスタ間の干渉についての情報に従って、Ｎ個のユーザー
クラスタの各ユーザークラスタに少なくとも１つの時間‐周波数リソースセットを割り当
てること、
　を含む。
【００７０】
　具体的には、ユーザークラスタのチャネル情報に従って、対応する時間‐周波数リソー
スセットがユーザークラスタに割り当てられてよい。更に図１を例として用いて、時間‐
周波数リソースセットＳｅｔ４において、ユーザークラスタ１とユーザークラスタ２の間
の干渉が干渉閾値未満であると決定された場合、ユーザークラスタ１とユーザークラスタ
２の両方に時間‐周波数リソースセットＳｅｔ４が割り当てられてよい。または、ユーザ
ークラスタ１とユーザークラスタＮの距離が比較的遠いと仮定すると、交差セットを有す
る時間‐周波数リソースセットがユーザークラスタ１とユーザークラスタＮに割り当てら
れてよい。例えば、ユーザークラスタ１に時間‐周波数リソースセットＥが割り当てられ
、ユーザークラスタＮに時間‐周波数リソースセットＦが割り当てられ、時間‐周波数リ
ソースセットＥと時間‐周波数リソースセットＦは周波数領域に関して交差セットを有す
る。Ｓｅｔ４においてユーザークラスタ１とユーザークラスタ２との間の干渉が特定の閾
値より大きいことが検出された場合、時間領域と周波数領域の両方に関して交差セットを
有さない時間‐周波数リソースセットが、ユーザークラスタ１およびユーザークラスタ２
に割り当てられる。
【００７１】
　任意に、一実施形態として、基地局がＮ個のユーザークラスタ間の干渉についての情報
に従って、Ｎ個のユーザークラスタの各ユーザークラスタに少なくとも１つの時間‐周波
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数リソースセットを割り当てることは、以下を含む。
　Ｎ個のユーザークラスタのｉ番目のユーザークラスタとｊ番目のユーザークラスタの間
の干渉が第１の閾値以上であると決定された場合、ｉ番目のユーザークラスタにｉ１番目
の時間‐周波数リソースセットが割り当てられ、ｊ番目のユーザークラスタにｊ１番目の
時間‐周波数リソースセットが割り当てられる。ｉ１番目の時間‐周波数リソースセット
とｊ１番目の時間‐周波数リソースセットとは、交差セットを有さない。
　または、ｉ番目のユーザークラスタとｊ番目のユーザークラスタの間の干渉が第２の閾
値以下であると決定された場合、ｉ番目のユーザークラスタにｉ２番目の時間‐周波数リ
ソースセットが割り当てられ、ｊ番目のユーザークラスタにｊ２番目の時間‐周波数リソ
ースセットが割り当てられる。ｉ２番目の時間‐周波数リソースセットとｊ２番目の時間
‐周波数リソースセットとは、交差セットを有する。
　第２の閾値は第１の閾値以下であり、ｉは１～Ｎの任意の整数であり、ｊはｉを除く１
～Ｎの任意の整数である。
【００７２】
　留意すべきこととして、第１の閾値および第２の閾値は、チャネル干渉に関する技術を
用いて決定されてよい。第２の閾値は第１の閾値と等しくてよく、或いは、第２の閾値は
第１の閾値未満であってよく、本発明の本実施形態では限定されない。更に留意すべきこ
ととして、ｉ番目のユーザークラスタとｊ番目のユーザーは、Ｎ個のユーザークラスタの
うち任意の２つの異なるユーザークラスタを意味する。基地局がＮ個のユーザークラスタ
の各ユーザークラスタに時間‐周波数リソースセットを割り当てるとき、対応する時間‐
周波数リソースセットは、ユーザークラスタと別のユーザークラスタとの間の干渉につい
ての情報を用いて決定されてよい。具体的には、図１に示されるように、ユーザークラス
タ１とユーザークラスタ２との間の干渉が第１の閾値より大きいと決定された場合、ユー
ザークラスタ１に時間‐周波数リソースセットＳｅｔ２が割り当てられ、ユーザークラス
タ２に時間‐周波数リソースセットＳｅｔ４が割り当てられる。時間領域および領域の観
点から、Ｓｅｔ２とＳｅｔ４は交差セットを有さない。ユーザークラスタ１とユーザーク
ラスタ２との間の干渉が第２の閾値未満であると決定された場合、時間‐周波数リソース
セットＳｅｔ２がユーザークラスタ１に割り当てられ、ユーザークラスタ２に時間‐周波
数リソースセットＳｅｔ４が割り当てられる。時間領域または周波数領域の観点から、Ｓ
ｅｔ２とＳｅｔ４は交差セットを有する。
【００７３】
　異なるユーザークラスタに交差セットを有する時間‐周波数リソースセットを割り当て
ることにより、リソース利用性を改善することができる。
【００７４】
　したがって、本発明の本実施形態におけるＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する
方法によれば、完全に同じではない時間‐周波数リソースが異なるユーザークラスタに割
り当てられ、異なるユーザークラスタ間のリソース競合が回避される。加えて、同じ時間
‐周波数リソースまたは交差セットを有する時間‐周波数リソースが、干渉が比較的小さ
い２以上のユーザークラスタに割り当てられ、よって、リソース利用性を改善することが
できる。
【００７５】
　留意すべきこととして、本発明の本実施形態における時間‐周波数リソースセットは、
物理リソースブロック（英語正式名称：Physical　Resource　Block、英語略称：ＰＲＢ
）時間‐周波数リソースであってよい。
【００７６】
　任意に、一実施形態として、図２に示される方法１００において、Ｎ個のユーザークラ
スタのＭ個の時間‐周波数リソースセットは全てＰＲＢ時間‐周波数リソースセットであ
る。
【００７７】
　留意すべきこととして、ユーザークラスタに割り当てられる時間‐周波数リソースセッ
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トの最小のリソースユニットはＰＲＢであり、例えば、１つの時間‐周波数リソースセッ
トは８個のＰＲＢを含む。具体的には、時間‐周波数リソースセットに含まれるＰＲＢは
、時間領域および／または周波数領域の観点から、連続または不連続に構成されてよい。
加えて、異なるユーザークラスタに割り当てられる時間‐周波数リソースセットに含まれ
るＰＲＢの数は異なってよい。具体的には、ユーザークラスタに割り当てられる時間‐周
波数リソースセットに含まれるＰＲＢの数は、ユーザークラスタに含まれるＵＥの数に従
って決定されてよい。本発明の本実施形態はこれを限定しない。
【００７８】
　更に留意すべきこととして、任意に、Ｎ個のユーザークラスタのＭ個の時間‐周波数リ
ソースセットは、サブキャリア時間‐周波数リソースセットであってもよい。すなわち、
時間‐周波数リソースセットの最小のリソースユニットはサブキャリアである。本発明の
本実施形態はこれを限定しない。
【００７９】
　Ｓ１２０において、基地局が、Ｎ個のユーザークラスタのＲ番目のユーザークラスタに
Ｒ番目の情報を送信する。Ｒ番目の情報は、Ｒ番目のユーザークラスタのＵＥが第１の時
間‐周波数リソースセットに従って信号を送信および／または受信できるように、基地局
がＲ番目のユーザークラスタに割り当てたＲ番目の時間‐周波数リソースセットを示すの
に用いられ、且つ、信号の伝送に用いられる。
【００８０】
　留意すべきこととして、基地局は、Ｎ個のユーザークラスタの各ユーザークラスタに情
報を送信して、各ユーザークラスタにそれぞれの割り当てられる時間‐周波数リソースセ
ットを通知してよい。本明細書では、説明を簡単にするために、Ｎ個のユーザークラスタ
のうち任意のユーザークラスタの代表としてＲ番目のユーザークラスタ（Ｒの値はそれぞ
れ１，…，Ｎである）を用いるが、本発明の本実施形態の技術的解決策を限定するもので
はない。Ｒ番目のユーザークラスタは、Ｎ個のユーザークラスタのうちの特定のユーザー
クラスタに限定されない。
【００８１】
　更に留意すべきこととして、基地局は、ページングメッセージやシステムメッセージを
用いてＲ番目のユーザークラスタにＲ番目の情報を送信してよく、本発明の本実施形態で
は限定されない。具体的には、基地局は、サービングセル内のＮ個のユーザークラスタの
各ユーザークラスタに、基地局が割り当てた時間‐周波数リソースセットを示すのに用い
られる情報をそれぞれ送信してよい。また、基地局は、ブロードキャスト形式でＮ個のユ
ーザークラスタにブロードキャストメッセージを配信して、基地局が割り当てる時間‐周
波数リソースセットを各ユーザークラスタに通知してよい。より具体的には、基地局がＲ
番目のユーザークラスタに割り当てるＲ番目の時間‐周波数リソースセットは、基地局が
Ｒ番目のユーザークラスタに配信したＲ番目の情報を直接的に通知されてよい。また、基
地局はＲ番目のユーザークラスタに、Ｒ番目のユーザークラスタのユーザー識別子とＲ番
目の時間‐周波数リソースとの対応関係を配信してよい。これに対応して、Ｒ番目のユー
ザークラスタのＵＥは、ユーザー識別子および対応関係に従って、Ｒ番目の時間‐周波数
リソースセットを決定してよい。
【００８２】
　任意に、一実施形態として、図２に示される方法１００において、Ｒ番目の情報は、Ｒ
番目のユーザークラスタのユーザー識別子とＲ番目の時間‐周波数リソースセットとの対
応関係を含む。
【００８３】
　具体的には、対応関係はSet_Index=f(Cluster　ID)であってよい。Cluster　IDはユー
ザークラスタのユーザー識別子であり、Set_Indexは時間‐周波数リソースセットを示す
のに用いられる番号またはインデックスであり、f()はユーザー識別子と時間‐周波数リ
ソースセットとの対応関係を表すのに用いられる数学モデルである。
【００８４】
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　留意すべきこととして、本発明の本実施形態におけるＭ個の時間‐周波数リソースセッ
トはＰＲＢ時間‐周波数リソースセットであってよい。すなわち、最小の時間‐周波数ユ
ニットはＰＲＢである。例えば、１個の時間‐周波数リソースセットは１以上のＰＲＢを
含む。例えば、基地局がＲ番目のユーザークラスタに割り当てるＲ番目の時間‐周波数リ
ソースセットは８個のＰＲＢを含み、Ｒ番目のユーザークラスタの第１のユーザーイクイ
ップメント（ＵＥ）は、Ｒ番目の時間‐周波数リソースセットに従って、Ｒ番目のユーザ
ークラスタの第２のＵＥに発見信号を送信してよい。具体的には、第１のＵＥは、８個の
ＰＲＢのうち任意の１もしくは複数のＰＲＢ、または任意のＰＲＢの組合わせを用いて、
第２のＵＥに信号を送信してよい。送信端（第１のＵＥ）による信号送信に用いられるＰ
ＲＢのランダム性により、受信端（第２のＵＥ）による信号検出の複雑性が増大してしま
う。
【００８５】
　受信端による信号検出の複雑性を低減し、且つ送信端によって送信された信号を効率的
に検出するために、送信端は基地局に、送信端による信号送信に時間‐周波数リソースを
用いる際のルールを報告して、基地局が受信端に通知できるようにしてよい。
【００８６】
　任意に、一実施形態として、図２に示される方法１００において、方法１００は更に以
下のステップを有する。
　基地局が、Ｒ番目のユーザークラスタの第１のユーザーイクイップメントによって送信
され携帯するリソース階層がＰである第１のメッセージを受信する。第１のメッセージは
、第１のＵＥが第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ
＋１））番目のＰＲＢを用いて、Ｒ番目のユーザークラスタの第２のＵＥに信号を送信す
ることを命令するのに用いられる。ＰはＱ以下の正の整数であり、ｋの値の範囲は（Ｑ／
Ｐ）の丸めた数未満の非負整数であり、ＱはＲ番目の時間‐周波数リソースセットに含ま
れるＰＲＢの数である。
　基地局が、第１のメッセージに従って、携帯するリソース階層がＰである第２のメッセ
ージを第２のＵＥに送信して、第２のユーザーイクイップメントがＲ番目の時間‐周波数
リソースセットにおいて、第１のユーザーイクイップメントによって送信された信号を検
出するときに第２のメッセージを利用できるようにする。
【００８７】
　具体的には、一例として、基地局がＲ番目のユーザークラスタに割り当てるＲ番目の時
間‐周波数リソースセットは８個のＰＲＢを含む。図３（ａ）、図３（ｂ）、図３（ｃ）
、図３（ｄ）はそれぞれ、リソース階層がそれぞれ１，２，４，８であるケースを示す。
図３（ａ）は、リソース階層Ｐが１であるケースを示す。送信端（第１のＵＥ）が第１の
時間‐周波数リソースセットにおいて信号を送信するルールは以下のとおりである。送信
端（第１のＵＥ）は、８個のＰＲＢのうちいずれか１つにおいて信号を送信してよい。す
なわち、送信端（第１のＵＥ）は、第１の時間‐周波数リソースセットの１個のＰＲＢの
みを占用して、受信端（第２のＵＥ）に信号を送信する。これに従って、受信端（第２の
ＵＥ）が第１の時間‐周波数リソースセットにおいて送信端（第１のＵＥ）からの信号を
検出するルールは、以下のとおりである。検出は第１の時間‐周波数リソースセットの第
１のＰＲＢから介して実行され、最初にＰＲＢ１が検出される。正確な信号が検出されな
かった場合、ＰＲＢ２が検出される。更に正確な信号が検出されなかった場合、ＰＲＢ３
が検出される。このように、正確な信号が検出されるまで実行される。
【００８８】
　図３（ｂ）は、リソース階層が２である場合を示す。送信端（第１のＵＥ）が第１の時
間‐周波数リソースセットにおいて信号を送信するルールは以下のとおりである。送信端
（第１のＵＥ）は、第１および第２のＰＲＢにおいて信号を送信してよく、或いは第３お
よび第４のＰＲＢにおいて信号を送信してよく、或いは第５および第６のＰＲＢにおいて
信号を送信してよく、或いは第７および第８のＰＲＢにおいて信号を送信してよい。すな
わち、信号送信に２つのＰＲＢが利用されてよく、２つのＰＲＢは上述の４つの組合わせ
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のうちいずれか１つでなければならない。これに従って、受信端（第２のＵＥ）が第１の
時間‐周波数リソースセットにおいて送信端（第１のＵＥ）からの信号を検出するルール
は以下のとおりである。最初に、第１および第２のＰＲＢにおいて信号が検出される。留
意すべきこととして、第１および第２のＰＲＢは同時に検出され、これは第１および第２
のＰＲＢが検出に関して１つの論理ＰＲＢとして扱われることに等しい。正確な信号が検
出されなかった場合、同様に、正確な信号が検出されるまで、第３および第４のＰＲＢ、
第５および第６のＰＲＢ、第７および第８のＰＲＢに対して、後続の検出が連続して実行
される。
【００８９】
　図３（ｃ）は、リソース階層が４である場合を示す。送信端（第１のＵＥ）が第１の時
間‐周波数リソースセットにおいて信号を送信するルールは以下のとおりである。送信端
（第１のＵＥ）は、第１～第４のＰＲＢにおいて信号を送信してよく、或いは、第５～第
８のＰＲＢにおいて信号を送信してよい。すなわち、４個のＰＲＢを用いて信号を送信し
てよく、４つのＰＲＢは上述の２つの組合わせのいずれかでなければならない。これに従
って、受信端（第２のＵＥ）が第１の時間‐周波数リソースセットにおいて送信端（第１
のＵＥ）からの信号を検出するルールは、以下のとおりである。最初に、第１～第４のＰ
ＲＢにおいて信号が検出される。留意すべきこととして、第１～第４のＰＲＢは同時に検
出され、これは、第１～第４のＰＲＢが検出に関して１個の論理ＰＲＢとして扱われるこ
とに等しい。正確な信号が検出されなかった場合、正確な信号が検出されるまで、第５～
第８のＰＲＢに対して検出が実行される。
【００９０】
　図３（ｄ）は、リソース階層が８である場合を示す。送信端（第１のＵＥ）が第１の時
間‐周波数リソースセットにおいて信号を送信するルールは以下のとおりである。送信端
（第１のＵＥ）は、８個のＰＲＢを占用して信号を送信する。これに従って、受信端（第
２のＵＥ）は、８個のＰＲＢに対して検出を実行する。留意すべきこととして、送信端（
第１のＵＥ）によって送信された信号を検出するために、８個のＰＲＢに対して全体検出
が実行され、これは、８個のＰＲＢが検出に関して１個の論理ＰＲＢとして扱われること
に等しい。
【００９１】
　留意すべきこととして、図３に示される例は、当業者が本発明の本実施形態をより理解
しやすくするためのものであり、本発明の本実施形態の範囲を限定するものではない。図
３（ａ）～図３（ｄ）の例では、１個の時間‐周波数リソースセットが８個のＰＲＢを含
み、リソース階層がそれぞれ１，２，４，８であるケースが示された。しかしながら、本
発明の本実施形態はこれらに限定されない。例えば、基地局がＲ番目のユーザークラスタ
に割り当てるＲ番目の時間‐周波数リソースセットに含まれるＰＲＢの数は、これより多
くても少なくてもよく、リソース階層は、ＰＲＢの数以下の任意の正の整数であってもよ
い。例えば、第１の時間‐周波数リソースは１０個のＰＲＢを含み、結果として、リソー
ス階層Ｐは１～１０の任意の値であってよい。例えば、リソース階層Ｐが５であり、送信
端が第１の時間‐周波数リソースセットにおいて信号を送信するルールは以下のとおりで
ある。信号は、第１の時間‐周波数リソースセットの第１～第５のＰＲＢにおいて、受信
端（第２のＵＥ）に送信されてよい。或いは、信号は、第６～第１０のＰＲＢにおいて送
信されてよい。これに従って、受信端（第２のＵＥ）が第１の時間‐周波数リソースセッ
トにおいて送信端（第１のＵＥ）からの信号を検出するルールは、以下のとおりである。
受信端（第２のＵＥ）は、最初に第１～第５のＰＲＢにおいて信号を検出する。信号が検
出されなかった場合、送信端（第１のＵＥ）によって送信された信号が検出されるまで、
続いて第６～第１０のＰＲＢにおいて検出が実行される。
【００９２】
　上述で用いたリソース階層Ｐに基づく送受信ルールは、送信端と受信の両方にルールが
知られるように、システムを用いて予め定義されてよい。或いは、ルールは基地局により
送信端および受信端に配信されてよい。
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【００９３】
　任意に、一実施形態として、図２に示される方法１００において、基地局が第１のメッ
セージを受信する前に、本方法は更に以下のステップを有する。
　基地局が、Ｒ番目のユーザークラスタに第３の情報を送信する。第３の情報は、Ｒ番目
の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲ
Ｂを用いて信号を送信することを命令するのに用いられる。リソース階層Ｐの値の範囲は
Ｑ以下の正の整数であり、ｋの値の範囲は（Ｑ／Ｐ）の丸めた数未満の非負整数である。
【００９４】
　留意すべきこととして、基地局がＲ番目のユーザークラスタに送信する第３の情報は、
Ｒ番目の時間‐周波数リソースセットにおいて信号を送信するルールを示すのに用いられ
るが、リソース階層Ｐの具体的な数値およびｋの具体的な値は限定されない。Ｒ番目のユ
ーザークラスタのＵＥが第３の情報を受信した後、ＵＥは第３の情報に従って、リソース
階層Ｐおよびｋの具体的な値を決定してよい。
【００９５】
　更に留意すべきこととして、基地局は、Ｒ番目のユーザークラスタに送信される同じメ
ッセージに第３の情報およびＲ番目の情報を追加してよいが、本発明の本実施形態では限
定されない。具体的には、例えば、基地局は、Ｒ番目のユーザークラスタにメッセージＡ
を送信する。Ｒ番目のユーザークラスタが利用可能な時間‐周波数リソースセットを決定
し、リソース階層Ｐを用いてＲ番目の時間‐周波数リソースセットにおいて信号を送信で
きるように、メッセージＡは、Ｒ番目の時間‐周波数リソースセットおよびリソース階層
Ｐを示すのに用いられる。
【００９６】
　本発明の本実施形態におけるＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する方法によれば
、リソース階層が信号の送受信に用いられる。よって、信号受信の複雑性を効果的に低減
することができる。
【００９７】
　したがって、本発明の本実施形態におけるＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する
方法によれば、異なるユーザークラスタには完全に同じではない時間‐周波数リソースが
それぞれ割り当てられ、異なるユーザークラスタ間のリソース競合を効果的に回避するこ
とができる。加えて、相互干渉が比較的小さい異なるユーザークラスタには、同じ時間‐
周波数リソースまたは交差セットを有する時間‐周波数リソースが割り当てられてよい。
すなわち、２以上のユーザークラスタによって同じリソースが利用されてよく、よって、
時間‐周波数リソース利用性を効果的に改善することができる。加えて、ユーザーイクイ
ップメントは、リソース階層を利用して信号を送信および受信するように命令される。よ
って、信号受信の複雑性を効果的に低減することができる。
【００９８】
　留意すべきこととして、本発明の様々な実施形態において、上述のプロセスの番号の順
序は実行順序を意味しない。プロセスの実行順序は、プロセスの機能および内部論理に従
って決定され、本発明の実施形態の実施プロセスを限定するものではない。
【００９９】
　図１～図３を参照して、基地局の観点から、本発明の本実施形態におけるＤ２Ｄ　Ｐｒ
ｏＳｅにおいて信号を伝送する方法を上記に詳述した。図４を参照して、第１のユーザー
イクイップメントの観点から、本発明の実施形態に係るＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号
を伝送する方法を以下に説明する。
【０１００】
　図４に示されるように、本発明の本実施形態におけるＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号
を伝送する方法２００は、例えば、第１のユーザーイクイップメント（ＵＥ）によって実
行されてよい。方法２００は、以下のステップを有する。
【０１０１】
　Ｓ２１０：第１のＵＥが、基地局によって送信された第１のメッセージを受信する。第
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１のメッセージは、第１のＵＥが属する第１のユーザークラスタに基地局が割り当てた第
１の時間‐周波数リソースセットを示すのに用いられる。第１の時間‐周波数リソースセ
ットは、基地局がカバーするセル内の少なくとも１つの別のユーザークラスタに基地局が
割り当てる第２の時間‐周波数リソースセットと異なる。
【０１０２】
　Ｓ２２０：第１のＵＥが、第１の時間‐周波数リソースセットに従って第２のＵＥに信
号を送信する。第２のＵＥは第１のユーザークラスタに属する。
【０１０３】
　したがって、本発明の本実施形態におけるＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する
方法によれば、基地局によって割り当てられる時間‐周波数リソースに従って直接的に信
号が伝送され得る。よって、別のユーザークラスタのユーザーイクイップメントとのリソ
ース競合が回避され、ユーザーイクイップメントが時間‐周波数リソースを利用するのに
要する待機時間を効果的に低減することができる。
【０１０４】
　留意すべきこととして、第１のメッセージによって示される、基地局が第１のＵＥが属
する第１のユーザークラスタに割り当てる第１の時間‐周波数リソースセットは、基地局
がカバーするセル内の少なくとも１つの別のユーザークラスタに基地局が割り当てる第２
の時間‐周波数リソースセットと異なる。これは、具体的には、第１の時間‐周波数セッ
トが、基地局がカバーするセル内の１以上のユーザークラスタに割り当てられる時間‐周
波数リソースセットと完全に異なることを意味する。すなわち、時間領域および周波数領
域の観点から交差セットが存在せず、すなわち、同一のリソースが存在しない。
【０１０５】
　Ｓ２２０では、第１のＵＥが、第１の時間‐周波数リソースセットに従って第２のＵＥ
に信号を送信する。ここでの信号は、デバイスからデバイスへ伝送される任意の信号であ
ってよく、例えば発見信号であってよい。
【０１０６】
　任意に、一実施形態として、図４に示される方法２００において、第１のユーザークラ
スタと少なくとも１つの別のユーザークラスタとの間の干渉は第１の閾値以上である。
【０１０７】
　留意すべきこととして、第１のＵＥが属する第１のユーザークラスタと基地局がカバー
するセル内の第２のユーザークラスタとの間の干渉が特定の閾値未満である場合、第１の
時間‐周波数リソースセットは、基地局が第２のユーザークラスタに割り当てる第３の時
間‐周波数リソースセットと、時間領域または周波数領域の観点から交差セットを有して
よい。
【０１０８】
　具体的には、図１に示されるように、ユーザークラスタ１とユーザークラスタ２との間
の干渉が第１の閾値より大きいと決定された場合、時間‐周波数リソースセットＳｅｔ２
がユーザークラスタ１に割り当てられ、ユーザークラスタ２に時間‐周波数リソースセッ
トＳｅｔ４が割り当てられる。Ｓｅｔ２とＳｅｔ４は、時間領域と領域との両方の観点か
ら、交差セットを有さない。ユーザークラスタ１とユーザークラスタ２との間の干渉が第
２の閾値未満であると決定された場合、時間‐周波数リソースセットＳｅｔ２がユーザー
クラスタ１に割り当てられ、ユーザークラスタ２に時間‐周波数リソースセットＳｅｔ４
が割り当てられる。時間領域または周波数領域の観点から、Ｓｅｔ２とＳｅｔ４は交差セ
ットを有する。本発明の本実施形態における第１のユーザークラスタは、図１のユーザー
クラスタ１に対応してよい。
【０１０９】
　留意すべきこととして、上述の第２の閾値は第１の閾値に等しくてよく、或いは第１の
閾値未満であってよく、本発明の本実施形態では限定されない。
【０１１０】
　Ｓ２１０において、第１のＵＥが、基地局によって送信された第１のメッセージを受信
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する。留意すべきこととして、第１のメッセージはページングメッセージやシステムメッ
セージであってよく、本発明の本実施形態では限定されない。
【０１１１】
　より具体的には、第１のＵＥに割り当てられる第１の時間‐周波数リソースセットは、
基地局が第１のＵＥに配信する第１のメッセージを用いて、直接的に通知されてよい。或
いは、基地局は、第１のＵＥが属する第１のユーザークラスタのユーザー識別子と第１の
時間‐周波数リソースとの対応関係を、第１のＵＥに配信してよい。これに対応して、第
１のＵＥは、ユーザー識別子および対応関係に従って、第１の時間‐周波数リソースセッ
トを決定してよい。
【０１１２】
　任意に、一実施形態として、図４に示される方法２００において、第１のメッセージは
、第１のユーザークラスタのユーザー識別子と第１の時間‐周波数リソースセットとの対
応関係を含む。
【０１１３】
　第１のＵＥが第１の時間‐周波数リソースセットに従って第２のＵＥに信号を送信する
ことは、
　第１のＵＥが、対応関係に従って第１の時間‐周波数リソースセットを決定することと
、
　第１のＵＥが、第１の時間‐周波数リソースセットに従って第２のＵＥに信号を送信す
ることと、
　を含む。
【０１１４】
　具体的には、対応関係はSet_Index=f(Cluster　ID)であってよい。Cluster IDはユーザ
ークラスタのユーザー識別子であり、Set_Indexは時間‐周波数リソースセットを示すの
に用いられる番号またはインデックスであり、f()はユーザー識別子と時間‐周波数リソ
ースセットとの対応関係を表すのに用いられる数学モデルである。
【０１１５】
　任意に、一実施形態として、図４に示される方法２００において、第１の時間‐周波数
リソースセットは物理リソースブロック（ＰＲＢ）時間‐周波数リソースセットである。
【０１１６】
　留意すべきこととして、第１のＵＥが属する第１のユーザークラスタに割り当てられる
時間‐周波数リソースセットの最小のリソースユニットはＰＲＢである。例えば、１個の
時間‐周波数リソースセットは８個のＰＲＢを含む。具体的には、時間‐周波数リソース
セットに含まれるＰＲＢは、時間領域および／または周波数領域の観点から連続または不
連続に構成されてよい。加えて、異なるユーザークラスタに割り当てられる時間‐周波数
リソースセットに含まれるＰＲＢの数は異なってよく、本発明の本実施形態では限定され
ない。
【０１１７】
　更に留意すべきこととして、任意に、第１の時間‐周波数リソースセットはサブキャリ
ア時間‐周波数リソースセットであってもよい。すなわち、第１の時間‐周波数リソース
セットの最小のリソースユニットはサブキャリアである。本発明の本実施形態はこれに限
定されない。
【０１１８】
　留意すべきこととして、本発明の本実施形態では、第１の時間‐周波数リソースセット
はＰＲＢ時間‐周波数リソースセットであってよく、すなわち、第１の時間‐周波数リソ
ースセットは１以上のＰＲＢを含む。例えば、第１の時間‐周波数リソースセットは８個
のＰＲＢを含む。第１のＵＥは、８個のＰＲＢのうち任意の１以上のＰＲＢまたは任意の
ＰＲＢの組合わせを用いて、第２のＵＥに信号を送信してよい。送信端（第１のＵＥ）が
信号送信に用いるＰＲＢのランダム性により、受信端（第２のＵＥ）による信号検出の複
雑さが増大するおそれがある。
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【０１１９】
　受信端（第２のＵＥ）による信号検出の複雑さを低減するために、送信端（第１のＵＥ
）は、一定のルールに従って、第１の時間‐周波数リソースを用いることにより、受信端
（第２のＵＥ）に信号を送信してよい。
【０１２０】
　任意に、一実施形態として、Ｓ２２０で第１のＵＥが第１の時間‐周波数リソースセッ
トに従って第２のＵＥに信号を送信することは、
　第１のＵＥが、第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（
ｋ＋１））番目のＰＲＢを用いて、第２のＵＥに信号を送信すること、
　を含む。Ｐはリソース階層であり、且つＱ以下の正の整数であり、ｋは（Ｑ／Ｐ）の丸
めた数未満の非負整数であり、Ｑは第１の時間‐周波数リソースセットに含まれるＰＲＢ
の数である。
【０１２１】
　具体的には、一例として、第１の時間‐周波数リソースセットは８個のＰＲＢを含む。
図３（ａ），図３（ｂ），図３（ｃ），図３（ｄ）はそれぞれ、リソース階層が１，２，
４，８であるケースを示す。送信端がどのように信号を送信するかと、受信端がどのよう
に信号を検出するかについては、上述の説明を参照し、詳細の説明は省略する。
【０１２２】
　更に、送信端（第１のＵＥ）が信号を送信するために具体的に用いるルール（例えばリ
ソース階層の具体的な数値）を受信端（第２のＵＥ）が取得できるようにして、信号検出
の複雑性を低減するために、送信端（第１のＵＥ）は基地局に、送信端が信号送信のため
に用いる時間‐周波数リソーのルールを報告して、基地局が受信端（第２のＵＥ）にでき
るようにしてよい。
【０１２３】
　任意に、一実施形態として、図４に示される方法２００において、本方法は更に、
　第１のＵＥが、携帯するリソース階層がＰである第２のメッセージを基地局に送信する
ステップ、
　を有する。第２のメッセージは、基地局が第２のＵＥに携帯するリソース階層がＰであ
る第３のメッセージを送信することをトリガして、第２のＵＥが第１の時間‐周波数リソ
ースセットにおいて、第１のＵＥによって送信された信号を検出するときに第３のメッセ
ージを利用できるようにするのに用いられる。
【０１２４】
　上述で用いたリソース階層Ｐに基づく送受信ルールは、送信端と受信の両方にルールが
知られるように、システムを用いて予め定義されてよい。或いは、ルールは基地局により
送信端および受信端に配信されてよい。
【０１２５】
　任意に、一実施形態として、Ｓ２２０で第１のＵＥが第１の時間‐周波数リソースセッ
トに従って第２のＵＥに信号を送信する前に、本方法は更に、
　第１のＵＥが、基地局によって送信された第４のメッセージを受信するステップ、
　を有する。第４のメッセージは、第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）
番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢを用いて信号を送信することを命令するのに用
いられる。リソース階層Ｐの値の範囲はＱ以下の正の整数であり、ｋの値の範囲は（Ｑ／
Ｐ）の丸めた数未満の非負整数である。
【０１２６】
　留意すべきこととして、基地局が第１のＵＥに送信する第４のメッセージは、第１の時
間‐周波数リソースセットにおいて信号を送信するのに用いられるリソース階層Ｐを示す
のに用いられるが、リソース階層Ｐの具体的な数値とｋの具体的な値は限定されない。第
１のユーザークラスタのＵＥが第４のメッセージを受信した後、該ＵＥは第４のメッセー
ジに従って、リソース階層Ｐとｋの具体的な数値を決定してよい。
【０１２７】
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　更に留意すべきこととして、第４のメッセージは第１のメッセージであってよい。すな
わち、第１のメッセージを受信することにより、第１のＵＥは、第１のＵＥが属する第１
のユーザークラスタに割り当てられる第１の時間‐周波数リソースセットを知るだけでな
く、時間‐周波数リソースを利用するルール（例えばリソース階層Ｐ）をも知る。
【０１２８】
　本発明の本実施形態におけるＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する方法によれば
、信号の送受信にリソース階層が利用され、信号受信の複雑性を効果的に低減することが
できる。
【０１２９】
　したがって、本発明の本実施形態におけるＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する
方法によれば、基地局によって割り当てられる時間‐周波数リソースに従って直接的に信
号が伝送され得る。よって、別のユーザークラスタのユーザーイクイップメントとのリソ
ース競合が回避され、ユーザーイクイップメントが時間‐周波数リソースを利用するのに
要する待機時間を効果的に低減することができる。加えて、相互干渉の比較的小さい異な
るユーザークラスタ間で同じ時間‐周波数リソースが共有されてよい。よって、効果的に
時間‐周波数リソース利用性を改善することができる。加えて、信号送信にリソース階層
が利用され、信号受信の複雑性を効果的に低減することができる。
【０１３０】
　留意すべきこととして、本発明の様々な実施形態において、上述のプロセスの番号の順
序は実行順序を意味しない。プロセスの実行順序は、プロセスの機能および内部論理に従
って決定され、本発明の実施形態の実施プロセスを限定するものではない。
【０１３１】
　図１～図４を参照して、基地局と信号を送信する第１のＵＥとの観点から、本発明の実
施形態に係るＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する方法を上記に詳述した。以下、
図５を参照して、信号を受信する第２のＵＥの観点から、本発明の一実施形態のＤ２Ｄ　
ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する方法を説明する。
【０１３２】
　図５に示されるように、本発明の本実施形態におけるＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号
を伝送する方法２００は、例えば、第２のユーザーイクイップメント（ＵＥ）によって実
行されてよい。方法３００は以下のステップを有する。
【０１３３】
　Ｓ３１０：第２のＵＥが、基地局によって送信された第１のメッセージを受信する。第
１のメッセージは、基地局が第２のＵＥの属する第１のユーザークラスタに割り当てる第
１の時間‐周波数リソースセットを示すのに用いられる。第１の時間‐周波数リソースセ
ットは、基地局がカバーするセル内の少なくとも１つの別のユーザークラスタに基地局が
割り当てる第２の時間‐周波数リソースセットと異なる。
【０１３４】
　Ｓ３２０：第２のＵＥが、第１の時間‐周波数リソースセットに従って、第１のＵＥに
よって送信される信号を検出する。第１のＵＥは第１のユーザークラスタに属する。
【０１３５】
　したがって、本発明の本実施形態におけるＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する
方法によれば、基地局によって割り当てられる時間‐周波数リソースに従って直接的に信
号が伝送され得る。よって、別のユーザークラスタのユーザーイクイップメントとのリソ
ース競合が回避され、ユーザーイクイップメントが時間‐周波数リソースを利用するのに
要する待機時間を効果的に低減することができる。
【０１３６】
　留意すべきこととして、第１のメッセージによって示され基地局により第２のＵＥの属
する第１のユーザークラスタに割り当てられる第１の時間‐周波数リソースセットは、基
地局がカバーするセル内の少なくとも１つの別のユーザークラスタに基地局が割り当てる
第２の時間‐周波数リソースセットと異なる。これは、具体的には、第１のユーザークラ
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スタに割り当てられる第１の時間‐周波数セットが、確かに、基地局がカバーするセル内
の１以上のユーザークラスタに割り当てられる時間‐周波数リソースセットと完全に異な
ることを意味する。すなわち、時間領域および領域の観点から交差セットが存在せず、す
なわち、同一のリソースは存在しない。
【０１３７】
　更に留意すべきこととして、Ｓ３２０では、第２のＵＥが、第１の時間‐周波数リソー
スセットに従って、第１のＵＥによって送信された信号を検出する。ここでの信号は、デ
バイスからデバイスへ（Ｄ２Ｄ）伝送される任意の信号であってよく、具体的には、例え
ば発見信号であってよい。
【０１３８】
　任意に、一実施形態として、図５に示される方法３００において、第１のユーザークラ
スタと基地局がカバーするセル内の少なくとも１つの別のユーザークラスタ（例えば第３
のユーザークラスタ）との間の干渉は、第１の閾値以上である。
【０１３９】
　留意すべきこととして、第２のＵＥの属する第１のユーザークラスタと基地局がカバー
するセル内の第２のユーザークラスタとの間の干渉が特定の閾値未満である場合、第１の
ユーザークラスタに割り当てられる第１の時間‐周波数リソースセットは、時間領域また
は周波数領域の観点から、第２のユーザークラスタに割り当てられる第３の時間‐周波数
リソースセットと交差セットを有してよい。
【０１４０】
　任意に、一実施形態として、図５に示される方法３００において、第１の時間‐周波数
リソースセットと、基地局がセル内の第２のユーザークラスタに割り当てる第３の時間‐
周波数リソースセットとは、交差セットを有すし、第１のユーザークラスタと第２のユー
ザークラスタとの間の干渉は第２の閾値以下である。第２のユーザークラスタは、セル内
の第１のユーザークラスタと第３のユーザークラスタ以外の１個のユーザークラスタまた
は複数のユーザークラスタである。
【０１４１】
　具体的には、図１に示されるように、ユーザークラスタ１とユーザークラスタ２との間
の干渉が第１の閾値より大きいと決定された場合、ユーザークラスタ１に時間‐周波数リ
ソースセットＳｅｔ２が割り当てられ、ユーザークラスタ２に時間‐周波数リソースセッ
トＳｅｔ４が割り当てられる。時間領域または周波数領域の観点から、Ｓｅｔ２とＳｅｔ
４は交差セットを有さない。ユーザークラスタ１とユーザークラスタ２との間の干渉が第
２の閾値未満であると決定された場合、ユーザークラスタ１に時間‐周波数リソースセッ
トＳｅｔ２が割り当てられ、ユーザークラスタ２に時間‐周波数リソースセットＳｅｔ４
が割り当てられる。時間領域または周波数領域の観点から、Ｓｅｔ２とＳｅｔ４は交差セ
ットを有する。本発明の本実施形態における第１のユーザークラスタは、図１のユーザー
クラスタ１に対応してよい。
【０１４２】
　留意すべきこととして、上述の第２の閾値は第１の閾値に等しくてよく、或いは第１の
閾値未満であってよく、本発明の本実施形態では限定されない。
【０１４３】
　Ｓ３１０において、第２のＵＥが、基地局によって送信された第１のメッセージを受信
する。留意すべきこととして、第１のメッセージは具体的にはページングメッセージやシ
ステムメッセージであってよく、本発明の本実施形態では限定されない。
【０１４４】
　より具体的には、第２のＵＥに割り当てられる第１の時間‐周波数リソースセットは、
基地局が第２のＵＥに配信する第１のメッセージを用いることにより、直接的に通知され
てよい。或いは、基地局は、第２のＵＥの属する第１のユーザークラスタのユーザー識別
子と第１の時間‐周波数リソースとの対応関係を、第２のＵＥに配信してよい。これに対
応して、第２のＵＥは、ユーザー識別子および対応関係に従って、第１の時間‐周波数リ
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ソースセットを決定してよい。
【０１４５】
　任意に、一実施形態として、図５に示される方法３００において、第１のメッセージは
、第１のユーザークラスタのユーザー識別子と第１の時間‐周波数リソースセットとの対
応関係を含む。
【０１４６】
　第２のＵＥが第１の時間‐周波数リソースセットに従って第１のＵＥによって送信され
る信号を検出することは、
　第２のＵＥが、対応関係に従って第１の時間‐周波数リソースセットを決定することと
、
　第２のＵＥが、第１の時間‐周波数リソースセットに従って、第１のＵＥによって送信
された信号を検出することと、
　を含む。
【０１４７】
　具体的には、対応関係はSet_Index=f(Cluster　ID)であってよい。Cluster　IDはユー
ザークラスタのユーザー識別子であり、Set_Indexは時間‐周波数リソースセットを示す
のに用いられる番号またはインデックスであり、f()はユーザー識別子と時間‐周波数リ
ソースセットとの対応関係を表すのに用いられる数学モデルである。
【０１４８】
　任意に、一実施形態として、図５に示される方法３００において、第１の時間‐周波数
リソースセットは物理リソースブロック（ＰＲＢ）時間‐周波数リソースセットである。
【０１４９】
　留意すべきこととして、第２のＵＥの属する第１のユーザークラスタに割り当てられる
時間‐周波数リソースセットの最小のリソースユニットはＰＲＢである。例えば、１個の
時間‐周波数リソースセットは８個のＰＲＢを含む。具体的には、時間‐周波数リソース
セットに含まれるＰＲＢは、時間領域および／または周波数領域の観点から連続または不
連続に構成されてよい。加えて、異なるユーザークラスタに割り当てられる時間‐周波数
リソースセットに含まれるＰＲＢの数は異なってよく、本発明の本実施形態では限定され
ない。
【０１５０】
　更に留意すべきこととして、任意に、第１の時間‐周波数リソースセットはサブキャリ
ア時間‐周波数リソースセットであってもよい。すなわち、第１の時間‐周波数リソース
セットの最小のリソースユニットはサブキャリアである。本発明の本実施形態はこれを限
定しない。
【０１５１】
　留意すべきこととして、本発明の本実施形態では、第１の時間‐周波数リソースセット
はＰＲＢ時間‐周波数リソースセットであってよく、すなわち、第１の時間‐周波数リソ
ースセットは１以上のＰＲＢを含む。例えば、第１の時間‐周波数リソースセットは８個
のＰＲＢを含み、第１のＵＥは、８個のＰＲＢのうち任意の１以上のＰＲＢまたは任意の
ＰＲＢの組合わせを用いて、第２のＵＥに信号を送信してよい。送信端（第１のＵＥ）が
信号送信に用いるＰＲＢのランダム性により、受信端（第２のＵＥ）による信号検出の複
雑さが増大してしまう。
【０１５２】
　第２のＵＥは、基地局によって配信され、送信端（第１のＵＥ）が信号送信のために利
用する時間‐周波数リソースのルールを示すのに用いられる指示情報を受信することによ
り、第１の時間‐周波数リソースセットに従って、第１のＵＥによって送信された信号を
検出してよい。
【０１５３】
　任意に、一実施形態として、図５に示される方法３００において、本方法は更に、
　第２のＵＥが、基地局によって送信される第２のメッセージを受信するステップ、
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　を有する。第２のメッセージは、第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）
番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢにおいて信号を検出することを指示するのに用
いられる。Ｐはリソース階層であり、且つＱ以下の正の整数であり、ｋの値の範囲は（Ｑ
／Ｐ）の丸めた数未満の非負整数であり、Ｑは第１の時間‐周波数リソースセットに含ま
れるＰＲＢの数である。
【０１５４】
　第２のＵＥが第１の時間‐周波数リソースセットに従って第１のＵＥによって送信され
る信号を検出することは、
　第２のＵＥが、第２のメッセージに従って、信号が検出されるまで、第１の時間‐周波
数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢに連続して
ブラインド検出を実行すること、
　を含む。ｋの値はそれぞれ０，１，…，Ｌであり、Ｌは（Ｑ／Ｐ）の整数部分から１を
引いて得られる差に等しい。
【０１５５】
　具体的には、一例として、第１の時間‐周波数リソースセットは８個のＰＲＢを含む。
図３（ａ），図３（ｂ），図３（ｃ），図３（ｄ）はそれぞれ、リソース階層がそれぞれ
１，２，４，８であるケースを示す。送信端がどのように信号を送信するかと、受信端が
どのように信号を検出するかについては、上述の説明を参照し、詳細の説明は省略する。
【０１５６】
　更に留意すべきこととして、第２のメッセージと基地局によって配信される第１のメッ
セージとは同じメッセージであってよく、本発明の本実施形態では限定されない。すなわ
ち、基地局によって配信される第１のメッセージを受信することにより、第２のＵＥは、
基地局が第２のＵＥの属する第１のユーザークラスタに割り当てる第１の時間‐周波数リ
ソースセットを知ることができるだけなく、第２のＵＥは、第１の時間‐周波数リソース
セットにおいて信号を検出する（例えば、リソース階層に従って信号を検出する）ルール
を知ることもできる。
【０１５７】
　第２のＵＥが、基地局によって配信され送信端（第１のＵＥ）が信号送信のときに用い
るリソース階層を示すのに用いられる具体的なデータを受信しなかった場合、第２のＵＥ
は、第１のＵＥによって送信された信号が検出されるまで、第１の時間‐周波数リソース
セットにブラインド検出を実行してよい。
【０１５８】
　任意に、一実施形態として、Ｓ３２０で第２のＵＥが第１の時間‐周波数リソースセッ
トに従って第１のＵＥによって送信される信号を検出することは、
　第２のＵＥが。信号が検出されるまで、第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ
×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢに連続してブラインド検出をじっこうす
ること、
　を含む。ｋの値はそれぞれ０，１，…，Ｌであり、Ｌは（Ｑ／Ｐ）の整数部分から１を
引いて得られる差に等しい。Ｐの値はそれぞれ０，１，…，Ｖであり、ＶはＱから１を引
いて得られる差であり、Ｑは第１の時間‐周波数リソースセットに含まれるＰＲＢの数で
ある。
【０１５９】
　具体的には、第２のＵＥは、第１の時間‐周波数リソースセットに対応するブラインド
検出プロセスを実行する。例えば、正確な信号が得られるまで、最初にリソース階層が１
のブラインド検出を実行し、その後、リソース階層が２のブラインド検出を実行し、リソ
ース階層が４のブラインド検出を検出し、最後に、リソース階層が８のブラインド検出プ
ロセスを実行する。
【０１６０】
　上述で用いたリソース階層Ｐに基づく送受信ルールは、送信端と受信端の両方にルール
が知られるように、システムを用いて予め定義されてよい。或いは、ルールは基地局によ
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り送信端および受信端に配信されてよく、本発明の本実施形態では限定されない。
【０１６１】
　本発明の本実施形態におけるＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する方法によれば
、信号の送受信にリソース階層が利用される、信号受信の複雑性を効果的に低減すること
ができる。
【０１６２】
　したがって、本発明の本実施形態におけるＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する
方法によれば、基地局によって割り当てられる時間‐周波数リソースに従って、直接的に
信号を伝送することができる。よって、別のユーザークラスタのユーザーイクイップメン
トとのリソース競合が回避され、ユーザーイクイップメントが時間‐周波数リソースを利
用するのに要する待機時間を効果的に低減することができる。加えて、相互干渉の比較的
小さい異なるユーザークラスタ間で同じ時間‐周波数リソースが共有されてよい。よって
、効果的に時間‐周波数リソース利用性を改善することができる。加えて、信号検出にリ
ソース階層が利用され、信号受信の複雑性を効果的に低減することができる。
【０１６３】
　留意すべきこととして、本発明の様々な実施形態において、上述のプロセスの番号の順
序は実行順序を意味しない。プロセスの実行順序は、プロセスの機能および内部論理に従
って決定され、本発明の実施形態の実施プロセスを限定するものではない。
【０１６４】
　図１～図５を参照して、本発明の実施形態に係るＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝
送する方法を上記に詳述した。図６～図８を参照して、本発明の実施形態に係る基地局お
よびユーザーイクイップメントを以下に詳述する。
【０１６５】
　図６は、本発明の実施形態に係る基地局４００の概略ブロック図を示す。図６に示され
るように、基地局４００は以下の要素を備える。
　割当てモジュール４１０は、基地局がカバーするセル内のＮ個のユーザークラスタの各
ユーザークラスタに、少なくとも１つの時間‐周波数リソースセットを割り当てるように
構成される。基地局がＮ個のユーザークラスタに割り当てたＭ個の時間‐周波数リソース
セットのうち少なくとも２つの時間‐周波数リソースセットは異なる。Ｎは２以上の整数
であり、ＭはＮ以上の整数である。
　送信モジュール４２０は、Ｎ個のユーザークラスタのＲ番目のユーザークラスタにＲ番
目の情報を送信するように構成される。Ｒ番目の情報は、基地局がＲ番目のユーザークラ
スタに割り当てたＲ番目の時間‐周波数リソースセットを示すのに用いられ、且つ、信号
の伝送に用いられる。Ｒの値はそれぞれ１，２，…，Ｎである。
【０１６６】
　したがって、本発明の本実施形態における基地局は、完全に同じではない時間‐周波数
リソースを異なるユーザークラスタに割り当ててよい。よって、複数のユーザークラスタ
間の時間‐周波数リソース競合を回避することができ、ユーザーイクイップメントが時間
‐周波数リソースを利用するのに要する待機時間を効果的に低減することができる。これ
により、ユーザーエクスペリエンスの満足度を効果的に改善することができる。
【０１６７】
　任意に、一実施形態として、割当てモジュール４１０がＮ個のユーザークラスタに割り
当てるＭ個の時間‐周波数リソースセットのうち任意の２つの時間‐周波数リソースセッ
トには交差セットがない。
【０１６８】
　任意に、一実施形態として、割当てモジュール４１０がＮ個のユーザークラスタの各ユ
ーザークラスタに割り当てる少なくとも１つの時間‐周波数リソースセットは、Ｎ個のユ
ーザークラスタ間の干渉についての情報に従って決定される。
【０１６９】
　任意に、一実施形態として、割当てモジュール４１０は、第１の割当てユニットと第２
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の割当てユニットとのうち少なくとも１つを有する。
　第１の割当てユニットは、Ｎ個のユーザークラスタのｉ番目のユーザークラスタとｊ番
目のユーザークラスタの間の干渉が第１の閾値以上であると決定された場合、ｉ番目のユ
ーザークラスタにｉ１番目の時間‐周波数リソースセットを割り当て、ｊ番目のユーザー
クラスタにｊ１番目の時間‐周波数リソースセットを割り当てるように構成される。ｉ１

番目の時間‐周波数リソースセットとｊ１番目の時間‐周波数リソースセットには交差セ
ットがない。
　第２の割当てユニットは、ｉ番目のユーザークラスタとｊ番目のユーザークラスタの間
の干渉が第２の閾値以下であると決定された場合、ｉ番目のユーザークラスタにｉ２番目
の時間‐周波数リソースセットを割り当て、ｊ番目のユーザークラスタにｊ２番目の時間
‐周波数リソースセットを割り当てるように構成される。ｉ２番目の時間‐周波数リソー
スセットとｊ２番目の時間‐周波数リソースセットには交差セットがある。第２の閾値は
第１の閾値以下であり、ｉは１～Ｎの任意の整数であり、ｊはｉを除く１～Ｎの任意の整
数である。
【０１７０】
　任意に、一実施形態として、割当てモジュール４１０がＮ個のユーザークラスタに割り
当てるＭ個の時間‐周波数リソースセットは全て物理リソースブロック（ＰＲＢ）時間‐
周波数リソースセットである。
【０１７１】
　任意に、一実施形態として、基地局は更に以下の要素を備える。
　受信モジュールは、Ｒ番目のユーザークラスタの第１のユーザーイクイップメント（Ｕ
Ｅ）によって送信され携帯するリソース階層がＰである第１のメッセージを受信するよう
に構成される。第１のメッセージは、第１のＵＥが第１の時間‐周波数リソースセットの
（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢを用いて、Ｒ番目のユーザーク
ラスタの第２のＵＥに信号を送信することを命令するのに用いられる。ＰはＱ以下の正の
整数であり、ｋの値の範囲は（Ｑ／Ｐ）の丸めた数未満の非負整数であり、ＱはＲ番目の
時間‐周波数リソースセットに含まれるＰＲＢの数である。
　送信モジュールは更に、第１のメッセージに従って、携帯するリソース階層がＰである
第２のメッセージを第２のＵＥに送信して、第２のＵＥがＲ番目の時間‐周波数リソース
セットにおいて、第１のＵＥによって送信された信号を検出するときに第２のメッセージ
を利用できるようにするように構成される。
【０１７２】
　任意に、一実施形態として、送信モジュールは更に、受信モジュールが第１のメッセー
ジを受信する前に、Ｒ番目のユーザークラスタに第３の情報を送信するように構成される
。第３の情報は、第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（
ｋ＋１））番目のＰＲＢを用いて信号を送信することを命令するのに用いられる。リソー
ス階層Ｐの値の範囲はＱ以下の正の整数であり、ｋの値の範囲は（Ｑ／Ｐ）の丸めた数未
満の非負整数である。
【０１７３】
　任意に、一実施形態として、送信モジュールによって送信されるＲ番目の情報は、Ｒ番
目のユーザークラスタのユーザー識別子とＲ番目の時間‐周波数リソースセットとの対応
関係を含む。
【０１７４】
　留意すべきこととして、本発明の本実施形態に係る基地局４００は、本発明の実施形態
におけるＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する方法の基地局に対応してよい。基地
局４００のモジュールの上述ならびに他の操作および／または機能は、それぞれ、図１～
図５に示す方法の対応する手続きを実施するのに用いられる。簡略化のために、詳細の説
明は省略する。
【０１７５】
　したがって、本発明の本実施形態における基地局は、完全に同じではない時間‐周波数
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リソースを別々に異なるユーザークラスタに割り当て、異なるユーザークラスタ間のリソ
ース競合を効果的に回避することができる。加えて、基地局は、同じ時間‐周波数リソー
スまたは交差セットを有する時間‐周波数リソースを、相互干渉の比較的小さい異なるユ
ーザークラスタに割り当ててよい。すなわち、同じリソースが２以上のユーザークラスタ
によって利用されてよい。よって、効果的に時間‐周波数リソース利用性を改善すること
ができる。加えて、ユーザーイクイップメントは信号の送受信にリソース階層を利用する
ように命令され、信号受信の複雑性を効果的に低減することができる。
【０１７６】
　図６を参照して、本発明の本実施形態に係る基地局を上記に詳述した。図７および図８
を参照して、本発明の実施形態に係るユーザーイクイップメントを以下に詳述する。
【０１７７】
　図７は、本発明の実施形態に係るユーザーイクイップメント５００の概略ブロック図を
示す。図７に示されるように、ユーザーイクイップメント５００は以下の要素を備える。
　受信モジュール５１０は、基地局によって送信された第１のメッセージを受信するよう
に構成される。第１のメッセージは、ユーザーイクイップメント（ＵＥ）５００の属する
第１のユーザークラスタに割り当てられる第１の時間‐周波数リソースセットを示すのに
用いられる。第１の時間‐周波数リソースセットは、基地局がカバーするセル内の少なく
とも１つの別のユーザークラスタに基地局が割り当てる第２の時間‐周波数リソースセッ
トと異なる。
　送信モジュール５２０は、受信モジュール５１０によって受信された第１の時間‐周波
数リソースセットに従って、第２のＵＥに信号を送信するように構成される。第２のＵＥ
は第１のユーザークラスタに属する。
【０１７８】
　したがって、本発明の本実施形態におけるユーザーイクイップメント５００は、基地局
によって割り当てられる時間‐周波数リソースに従って、直接的に信号を伝送することが
できる。よって、別のユーザークラスタのユーザーイクイップメントとのリソース競合が
回避され、ユーザーイクイップメントが時間‐周波数リソースを利用するのに要する待機
時間を効果的に低減することができる。
【０１７９】
　任意に、一実施形態として、第１のユーザークラスタと少なくとも１つの別のユーザー
クラスタとの間の干渉は、第１の閾値以上である。
【０１８０】
　任意に、一実施形態として、受信モジュール５１０によって受信される第１の時間‐周
波数リソースセットは、物理リソースブロック（ＰＲＢ）時間‐周波数リソースセットで
ある。
【０１８１】
　任意に、一実施形態として、送信モジュール５２０は、具体的には、第１の時間‐周波
数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢを用いて、
第２のＵＥに信号を送信するように構成される。Ｐはリソース階層であり、リソース階層
ＰはＱ以下の正の整数であり、ｋは（Ｑ／Ｐ）の丸めた数未満の非負整数であり、Ｑは第
１の時間‐周波数リソースセットに含まれるＰＲＢの数である。
【０１８２】
　任意に、一実施形態として、送信モジュール５２０は更に、携帯するリソース階層がＰ
である第２のメッセージを基地局に送信するように構成される。第２のメッセージは、基
地局が第２のＵＥに携帯するリソース階層がＰである第３のメッセージを送信することを
トリガして、第２のＵＥが第１の時間‐周波数リソースセットにおいて、ＵＥによって送
信された信号を検出するときに第３のメッセージを利用できるようにするのに用いられる
。
【０１８３】
　任意に、一実施形態として、受信モジュール５１０は更に、送信モジュール５２０が第
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２のＵＥに信号を送信する前に、基地局によって送信された第４のメッセージを受信する
ように構成される。第４のメッセージは、第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ
×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢを用いて信号を送信することを命令する
のに用いられる。リソース階層Ｐの値の範囲はＱ以下の正の整数であり、ｋの値の範囲は
（Ｑ／Ｐ）の丸めた数未満の非負整数である。
【０１８４】
　任意に、一実施形態として、受信モジュール５１０によって受信される第１のメッセー
ジは、第１のユーザークラスタのユーザー識別子と第１の時間‐周波数リソースセットと
の対応関係を含む。
【０１８５】
　送信モジュール５２０は、
　受信モジュールによって受信される対応関係に従って、第１の時間‐周波数リソースセ
ットを決定するように構成される決定ユニットと、
　決定ユニットによって決定された第１の時間‐周波数リソースセットに従って、第２の
ＵＥに信号を送信するように構成される送信ユニットと、
　を有する。
【０１８６】
　留意すべきこととして、本発明の本実施形態に係るユーザーイクイップメント５００は
、本発明の実施形態におけるＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する方法の第１のユ
ーザーイクイップメントに対応してよい。ユーザーイクイップメント５００のモジュール
の上述ならびに他の操作および／または機能は、それぞれ、図１～図５に示す方法の対応
する手続きを実施するのに用いられる。簡略化のために、詳細の説明は省略する。
【０１８７】
　したがって、本発明の本実施形態におけるユーザーイクイップメント５００は、基地局
によって割り当てられる時間‐周波数リソースに従って、直接的に信号を伝送することが
できる。よって、別のユーザークラスタのユーザーイクイップメントとのリソース競合が
回避され、ユーザーイクイップメントが時間‐周波数リソースを利用するのに要する待機
時間を効果的に低減することができる。加えて、相互干渉の比較的小さい異なるユーザー
クラスタ間で同じ時間‐周波数リソースが共有されてよい。よって、効果的に時間‐周波
数リソース利用性を改善することができる。加えて、信号送信にリソース階層が利用され
、信号受信の複雑性を効果的に低減することができる。
【０１８８】
　図７を参照して、本発明の本実施形態に係るユーザーイクイップメント５００を上記に
詳述した。図８を参照して、本発明の実施形態に係る別のユーザーイクイップメントを以
下に詳述する。
【０１８９】
　図８は、本発明の実施形態に係るユーザーイクイップメント６００の概略ブロック図を
示す。ユーザーイクイップメント６００は以下の要素を備える。
　受信モジュール６１０は、基地局によって送信された第１のメッセージを受信するよう
に構成される。第１のメッセージは、ユーザーイクイップメント（ＵＥ）６００の属する
第１のユーザークラスタに割り当てられる第１の時間‐周波数リソースセットを示すのに
用いられる。第１の時間‐周波数リソースセットと、基地局がカバーするセル内の少なく
とも１つの別のユーザークラスタに基地局が割り当てる第２の時間‐周波数リソースセッ
トとには、交差セットがない。
　検出モジュール６２０は、受信モジュール６１０によって受信された第１の時間‐周波
数リソースセットに従って、第１のＵＥによって送信される信号を検出するように構成さ
れる。第１のＵＥは第１のユーザークラスタに属する。
【０１９０】
　したがって、本発明の本実施形態におけるユーザーイクイップメント６００は、基地局
によって割り当てられる時間‐周波数リソースに従って、直接的に信号を伝送することが
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できる。よって、別のユーザークラスタのユーザーイクイップメントとのリソース競合が
回避され、ユーザーイクイップメントが時間‐周波数リソースを利用するのに要する待機
時間を効果的に低減することができる。
【０１９１】
　任意に、一実施形態として、第１のユーザークラスタと少なくとも１つの別のユーザー
クラスタとの間の干渉は第１の閾値以上である。
【０１９２】
　任意に、一実施形態として、受信モジュール６１０によって受信される第１の時間‐周
波数リソースセットは物理リソースブロック（ＰＲＢ）時間‐周波数リソースセットであ
る。
【０１９３】
　任意に、一実施形態として、受信モジュール６１０は更に、基地局によって送信される
第２のメッセージを受信するように構成される。第２のメッセージは、第１の時間‐周波
数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢにおいて信
号を検出することを命令するのに用いられる。Ｐはリソース階層であり、リソース階層Ｐ
はＱ以下の正の整数であり、ｋの値の範囲は（Ｑ／Ｐ）の丸めた数未満の非負整数であり
、Ｑは第１の時間‐周波数リソースセットに含まれるＰＲＢの数である。
　検出モジュール６２０は、具体的には、第２のメッセージに従って、信号が検出される
まで、第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））
番目のＰＲＢに連続してブラインド検出を実行するように構成される。ｋの値はそれぞれ
０，１，…，Ｌであり、Ｌは（Ｑ／Ｐ）の整数部分から１を引いて得られる差である。
【０１９４】
　任意に、一実施形態として、検出モジュール６２０は、具体的には、信号が検出される
まで、第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））
番目のＰＲＢに連続してブラインド検出を実行するように構成される。ｋの値はそれぞれ
０，１，…，Ｌであり、Ｌは（Ｑ／Ｐ）の整数部分から１を引いて得られる差に等しい。
Ｐの値はそれぞれ０，１，…，Ｖであり、ＶはＱから１を引いて得られる差であり、Ｑは
第１の時間‐周波数リソースセットに含まれるＰＲＢの数である。
【０１９５】
　任意に、一実施形態として、受信モジュール６１０によって送信される第１のメッセー
ジは、第１のユーザークラスタのユーザー識別子と第１の時間‐周波数リソースセットと
の対応関係を含む。
　検出モジュール６２０は、
　対応関係に従って第１の時間‐周波数リソースセットを決定するように構成される決定
ユニットと、
　第１の時間‐周波数リソースセットに従って、第１のＵＥによって送信された信号を検
出するように構成される検出ユニットと、
　を有する。
【０１９６】
　留意すべきこととして、本発明の本実施形態に係るユーザーイクイップメント６００は
、本発明の実施形態におけるＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する方法の第２のユ
ーザーイクイップメントに対応してよい。ユーザーイクイップメント６００のモジュール
の上述ならびに他の操作および／または機能は、それぞれ、図１～図５に示す方法の対応
する手続きを実施するのに用いられる。簡略化のために、詳細の説明は省略する。
【０１９７】
　したがって、本発明の本実施形態のユーザーイクイップメント６００は、基地局によっ
て割り当てられる時間‐周波数リソースに従って、直接的に信号を伝送することができる
。よって、別のユーザークラスタのユーザーイクイップメントとのリソース競合が回避さ
れ、ユーザーイクイップメントが時間‐周波数リソースを利用するのに要する待機時間を
効果的に低減することができる。加えて、相互干渉の比較的小さい異なるユーザークラス
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タ間で同じ時間‐周波数リソースが共有されてよい。よって、効果的に時間‐周波数リソ
ース利用性を改善することができる。加えて、信号検出にリソース階層が利用され、信号
受信の複雑性を効果的に低減することができる。
【０１９８】
　図９に示されるように、本発明の一実施形態更に基地局７００を提供する。基地局７０
０は、プロセッサ７１０、メモリ７２０、バスシステム７３０、受信器７４０および送信
器７５０を備える。プロセッサ７１０、メモリ７２０、受信器７４０および送信器７５０
は、バスシステム７３０を用いて接続される。メモリ７２０は命令を格納するように構成
される。プロセッサ７１０は、メモリ７２０に格納された命令を実行するように構成され
、信号を受信するように受信器７４０を制御し、信号を送信するように送信器７５０を制
御する。プロセッサ７１０は、基地局７００がカバーするセル内のＮ個のユーザークラス
タの各ユーザークラスタに、少なくとも１つの時間‐周波数リソースセットを割り当てる
ように構成される。基地局７００がＮ個のユーザークラスタに割り当てるＭ個の時間‐周
波数リソースセットのうち、少なくとも２つの時間‐周波数リソースセットは異なる。Ｎ
は２以上の整数であり、ＭはＮ以上の整数である。送信器７５０は、Ｎ個のユーザークラ
スタのＲ番目のユーザークラスタにＲ番目の情報を送信するように構成される。Ｒ番目の
情報は、基地局によってＲ番目のユーザークラスタに割り当てられ信号の伝送に用いられ
るＲ番目の時間‐周波数リソースセットを示すのに用いられる。Ｒの値はそれぞれ１，２
，…，Ｎである。
【０１９９】
　したがって、本発明の本実施形態における基地局は、完全に同じではない時間‐周波数
リソースを異なるユーザークラスタに割り当ててよい。よって、複数のユーザークラスタ
間の時間‐周波数リソース競合を回避することができ、ユーザーイクイップメントが時間
‐周波数リソースを利用するのに要する待機時間を効果的に低減することができる。これ
により、ユーザーエクスペリエンスの満足度を効果的に改善することができる。
【０２００】
　任意に、一実施形態として、プロセッサ７１０がＮ個のユーザークラスタに割り当てる
Ｍ個の時間‐周波数リソースセットのうち任意の２つの時間‐周波数リソースセットは、
交差セットを有さない。
【０２０１】
　任意に、一実施形態として、プロセッサ７１０がＮ個のユーザークラスタの各ユーザー
クラスタに割り当てる少なくとも１つの時間‐周波数リソースセットは、Ｎ個のユーザー
クラスタ間の干渉についての情報に従って決定される。
【０２０２】
　任意に、一実施形態として、プロセッサ７１０は、具体的に、
　Ｎ個のユーザークラスタのｉ番目のユーザークラスタとｊ番目のユーザークラスタの間
の干渉が第１の閾値以上であると決定された場合、ｉ番目のユーザークラスタにｉ１番目
の時間‐周波数リソースセットを割り当て、ｊ番目のユーザークラスタにｊ１番目の時間
‐周波数リソースセットを割り当てるように構成される。ｉ１番目の時間‐周波数リソー
スセットとｊ１番目の時間‐周波数リソースセットとは交差セットを有さない。または、
　ｉ番目のユーザークラスタとｊ番目のユーザークラスタの間の干渉が第２の閾値以下で
あると決定された場合、ｉ番目のユーザークラスタにｉ２番目の時間‐周波数リソースセ
ットを割り当て、ｊ番目のユーザークラスタにｊ２番目の時間‐周波数リソースセットを
割り当てるように構成される。ｉ２番目の時間‐周波数リソースセットとｊ２番目の時間
‐周波数リソースセットとは、交差セットを有する。
　第２の閾値は第１の閾値以下であり、ｉは１～Ｎの任意の整数であり、ｊはｉを除く１
～Ｎの任意の整数である。
【０２０３】
　任意に、一実施形態として、プロセッサ７１０がＮ個のユーザークラスタに割り当てる
Ｍ個の時間‐周波数リソースセットは全て物理リソースブロック（ＰＲＢ）時間‐周波数
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リソースセットである。
【０２０４】
　任意に、一実施形態として、受信器７４０は、Ｒ番目のユーザークラスタの第１のユー
ザーイクイップメント（ＵＥ）によって送信され携帯するリソース階層がＰである第１の
メッセージを受信するように構成される。第１のメッセージは、第１のＵＥが第１の時間
‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢを用
いて、Ｒ番目のユーザークラスタの第２のＵＥに信号を送信することを命令するのに用い
られる。ＰはＱ以下の正の整数であり、ｋの値の範囲は（Ｑ／Ｐ）の丸めた数未満の非負
整数であり、ＱはＲ番目の時間‐周波数リソースセットに含まれるＰＲＢの数である。
　送信器７５０は更に、第１のメッセージに従って、携帯するリソース階層がＰである第
２のメッセージを第２のＵＥに送信して、第２のＵＥがＲ番目の時間‐周波数リソースセ
ットにおいて、第１のＵＥによって送信された信号を検出するときに第２のメッセージを
利用できるようにするように構成される。
【０２０５】
　任意に、一実施形態として、送信器７５０は更に、受信器７４０が第３の指示情報を受
信する前に、Ｒ番目のユーザークラスタに第３の情報を送信するように構成される。第３
の情報は、第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１
））番目のＰＲＢを用いて信号を送信することを命令するのに用いられる。リソース階層
Ｐの値の範囲はＱ以下の正の整数であり、ｋの値の範囲は（Ｑ／Ｐ）の丸めた数未満の非
負整数である。
【０２０６】
　任意に、一実施形態として、送信器７５０によって送信されるＲ番目の情報は、Ｒ番目
のユーザークラスタのユーザー識別子とＲ番目の時間‐周波数リソースセットとの対応関
係を含む。
【０２０７】
　留意すべきこととして、本発明の本実施形態において、プロセッサ７１０は中央演算処
理装置（英語正式名称：Central　Processing　Unit、英語略称：ＣＰＵ）であってよい
。また、プロセッサ７１０は、別の汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲートアレイ（Ｆ
ＰＧＡ）または別のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジ
スタ論理デバイス、ディスクリートハードウェアアセンブリ等であってもよい。汎用プロ
セッサはマイクロプロセッサであってよく、或いは、プロセッサは従来のプロセッサ等で
あってよい。
【０２０８】
　メモリ７２０はリードオンリーメモリおよびランダムアクセスメモリを含んでよく、ま
た、命令およびデータをプロセッサ７１０に提供する。メモリ７２０の一部は更に不揮発
性ランダムアクセスメモリを含んでよい。例えば、メモリ７２０は更にデバイスタイプに
ついての情報を格納してよい。
【０２０９】
　バスシステム７３０は更に、データバスに加えて、電力バス、制御バス、状態信号バス
等を含んでよい。しかしながら、説明の簡略化のために、図中の様々なバスはバスシステ
ム７３０として標記されている。
【０２１０】
　実施プロセスにおいて、上述の方法のステップは、プロセッサ７１０のハードウェアの
集積論理回路またはソフトウェア形式の命令を用いて、完了されてよい。本発明の実施形
態を参照して開示される方法のステップは、ハードウェアプロセッサによって直接的に実
行および完了されてよく、或いは、プロセッサのハードウェアとソフトウェアモジュール
との組合わせを用いて実行および完了されてよい。ソフトウェアモジュールは、ランダム
アクセスメモリ、フラッシュメモリ、リードオンリーメモリ、プログラマブルリードオン
リーメモリ、電気的消去可能プログラマブルリードオンリーメモリ、レジスタ等の、従来
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技術において成熟した記憶媒体に位置してよい。記憶媒体はメモリ７２０に位置する。プ
ロセッサ７１０はメモリ７２０から情報を読み出し、プロセッサ７１０のハードウェアと
の組合わせで上述の方法のステップを完了する。繰り返しを避けるために、詳細の説明は
省略する。
【０２１１】
　更に留意すべきこととして、本発明の本実施形態に係る基地局７００は、本発明の実施
形態におけるＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する方法の基地局に対応してよく、
或いは、本発明の実施形態における基地局４００に対応してよい。基地局７００のモジュ
ールの上述ならびに他の操作および／または機能は、それぞれ、図１～図５に示す方法の
対応する手続きを実施するのに用いられる。簡略化のために、詳細の説明は省略する。
【０２１２】
　したがって、本発明の本実施形態における基地局７００は、完全に同じではない時間‐
周波数リソースを別々に異なるユーザークラスタに割り当ててよく、異なるユーザークラ
スタ間のリソース競合を効果的に回避することができる。加えて、基地局は、同じ時間‐
周波数リソースまたは交差セットを有する時間‐周波数リソースを、相互干渉の比較的小
さい異なるユーザークラスタに割り当ててよい。すなわち、同じリソースが２以上のユー
ザークラスタによって利用されてよい。よって、効果的に時間‐周波数リソース利用性を
改善することができる。加えて、ユーザーイクイップメントは信号の送受信にリソース階
層を利用するように命令され、信号受信の複雑性を効果的に低減することができる。
【０２１３】
　図１０に示されるように、本発明の一実施形態更にユーザーイクイップメント８００を
提供する。ユーザーイクイップメント８００は、プロセッサ８１０、メモリ８２０、バス
システム８３０、受信器８４０および送信器８５０を備える。プロセッサ８１０、メモリ
８２０、受信器８４０および送信器８５０は、バスシステム８３０を用いて接続される。
メモリ８２０は命令を格納するように構成される。プロセッサ８１０は、メモリ８２０に
格納された命令を実行するように構成され、信号を受信するように受信器８４０を制御し
、信号を送信するように送信器８５０を制御する。受信器８４０は、基地局によって送信
された第１のメッセージを受信するように構成される。第１のメッセージは、ユーザーイ
クイップメント（ＵＥ）８００の属する第１のユーザークラスタに割り当てられる第１の
時間‐周波数リソースセットを示すのに用いられる。第１の時間‐周波数リソースセット
は、基地局がカバーするセル内の少なくとも１つの別のユーザークラスタに基地局が割り
当てる第２の時間‐周波数リソースセットと異なる。送信器８５０は、受信器８４０によ
って受信される第１の時間‐周波数リソースセットに従って、第２のＵＥに信号を送信す
るように構成される。第２のＵＥは第１のユーザークラスタに属する。
【０２１４】
　したがって、本発明の本実施形態におけるユーザーイクイップメント８００は、基地局
によって割り当てられる時間‐周波数リソースに従って、直接的に信号を伝送することが
できる。よって、別のユーザークラスタのユーザーイクイップメントとのリソース競合が
回避され、ユーザーイクイップメントが時間‐周波数リソースを利用するのに要する待機
時間を効果的に低減することができる。
【０２１５】
　任意に、一実施形態として、第１のユーザークラスタと少なくとも１つの別のユーザー
クラスタとの間の干渉は、第１の閾値以上である。
【０２１６】
　任意に、一実施形態として、受信器８４０によって受信される第１の時間‐周波数リソ
ースセットは物理リソースブロック（ＰＲＢ）時間‐周波数リソースセットである。
【０２１７】
　任意に、一実施形態として、送信器８５０は、具体的に、第１の時間‐周波数リソース
セットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢを用いて、第２のＵＥ
に信号を送信するように構成される。Ｐはリソース階層であり、且つＱ以下の正の整数で
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あり、ｋは（Ｑ／Ｐ）の丸めた数未満の非負整数であり、Ｑは第１の時間‐周波数リソー
スセットに含まれるＰＲＢの数である。
【０２１８】
　任意に、一実施形態として、送信器８５０は更に、携帯するリソース階層がＰである第
２のメッセージを基地局に送信するように構成される。第２のメッセージは、基地局が第
２のＵＥに携帯するリソース階層がＰである第３のメッセージを送信することをトリガし
て、第２のＵＥが第１の時間‐周波数リソースセットにおいて、第１のＵＥによって送信
された信号を検出するときに第３のメッセージを利用できるようにするのに用いられる。
【０２１９】
　任意に、一実施形態として、受信器８４０は更に、送信器８５０が第２のＵＥに信号を
送信する前に、基地局によって送信された第４のメッセージを受信するように構成される
。第４のメッセージは、第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（
Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢを用いて信号を送信することを命令するのに用いられる。
リソース階層Ｐの値の範囲はＱ以下の正の整数であり、ｋの値の範囲は（Ｑ／Ｐ）の丸め
た数未満の非負整数である。
【０２２０】
　任意に、一実施形態として、受信器８４０によって受信される第１のメッセージは、第
１のユーザークラスタのユーザー識別子と第１の時間‐周波数リソースセットとの対応関
係を含む。
　プロセッサ８１０は、受信器８４０によって受信される対応関係に従って、第１の時間
‐周波数リソースセットを決定するように構成される。
　送信器８５０は、プロセッサ８１０によって決定された第１の時間‐周波数リソースセ
ットに従って、第２のＵＥに信号を送信するように構成される。
【０２２１】
　留意すべきこととして、本発明の本実施形態において、プロセッサ８１０は中央演算処
理装置（英語正式名称：Central　Processing　Unit、英語略称：ＣＰＵ）であってよい
。また、プロセッサ８１０は、別の汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲートアレイ（Ｆ
ＰＧＡ）または別のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジ
スタ論理デバイス、ディスクリートハードウェアアセンブリ等であってよい。汎用プロセ
ッサはマイクロプロセッサであってよく、或いは、プロセッサは任意の従来のプロセッサ
等であってよい。
【０２２２】
　メモリ８２０はリードオンリーメモリおよびランダムアクセスメモリを含んでよく、ま
た、命令およびデータをプロセッサ８１０に提供する。メモリ８２０の一部は更に不揮発
性ランダムアクセスメモリを含んでよい。例えば、メモリ８２０は更に、デバイスタイプ
についての情報を格納してよい。
【０２２３】
　バスシステム８３０は更に、データバスに加えて、電力バス、制御バス、状態信号バス
等を含んでよい。しかしながら、説明の簡略化のために、図中の様々なバスはバスシステ
ム８３０として標記されている。
【０２２４】
　実施プロセスにおいて、上述の方法のステップは、プロセッサ８１０のハードウェアの
集積論理回路またはソフトウェア形式の命令を用いて、完了されてよい。本発明の実施形
態を参照して開示される方法のステップは、ハードウェアプロセッサによって直接的に実
行および完了されてよく、或いは、プロセッサのハードウェアとソフトウェアモジュール
との組合わせを用いて実行および完了されてよい。ソフトウェアモジュールは、ランダム
アクセスメモリ、フラッシュメモリ、リードオンリーメモリ、プログラマブルリードオン
リーメモリ、電気的消去可能プログラマブルリードオンリーメモリ、レジスタ等の、従来
技術において成熟した記憶媒体に位置してよい。記憶媒体８２０はメモリに位置する。プ
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ロセッサ８１０は、メモリ８２０から情報を読み出し、プロセッサ８１０のハードウェア
との組合わせで上述の方法のステップを完了する。繰り返しを避けるために、詳細の説明
は省略する。
【０２２５】
　更に留意すべきこととして、本発明の本実施形態に係るユーザーイクイップメント８０
０は、本発明の実施形態におけるＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する方法の第１
のユーザーイクイップメントに対応してよく、或いは、本発明の実施形態におけるユーザ
ーイクイップメント５００に対応してよい。ユーザーイクイップメント８００のモジュー
ルの上述ならびに他の操作および／または機能は、それぞれ、図１～図５に示す方法の対
応する手続きを実施するのに用いられる。簡略化のために、詳細の説明は省略する。
【０２２６】
　したがって、本発明の本実施形態におけるユーザーイクイップメント８００は、基地局
によって割り当てられる時間‐周波数リソースに従って、直接的に信号を伝送することが
できる。よって、別のユーザークラスタのユーザーイクイップメントとのリソース競合が
回避され、ユーザーイクイップメントが時間‐周波数リソースを利用するのに要する待機
時間を効果的に低減することができる。加えて、相互干渉の比較的小さい異なるユーザー
クラスタ間で同じ時間‐周波数リソースが共有されてよい。よって、効果的に時間‐周波
数リソース利用性を改善することができる。加えて、信号送信にリソース階層が利用され
、信号受信の複雑性を効果的に低減することができる。
【０２２７】
　図１１に示されるように、本発明の一実施形態は更に別のユーザーイクイップメント９
００を提供する。ユーザーイクイップメント９００は、プロセッサ９１０、メモリ９２０
、バスシステム９３０、受信器９４０および送信器９５０を備える。プロセッサ９１０、
メモリ９２０、受信器９４０および送信器９５０は、バスシステム９３０を用いて接続さ
れる。メモリ９２０は、命令を格納するように構成される。プロセッサ９１０は、メモリ
９２０に格納された命令を実行するように構成され、信号を受信するように受信器９４０
を制御し、信号を送信するように送信器９５０を制御する。受信器９４０は、基地局によ
って送信された第１のメッセージを受信するように構成される。第１のメッセージは、ユ
ーザーイクイップメント（ＵＥ）９００の属する第１のユーザークラスタに割り当てられ
る第１の時間‐周波数リソースセットを示すのに用いられる。第１の時間‐周波数リソー
スセットは、基地局がカバーするセル内の少なくとも１つの別のユーザークラスタに基地
局が割り当てる第２の時間‐周波数リソースセットと異なる。プロセッサ９１０は、受信
器９４０によって受信される第１の時間‐周波数リソースセットに従って、第１のＵＥに
よって送信される信号を検出するように構成される。第１のＵＥは第１のユーザークラス
タに属する。
【０２２８】
　したがって、本発明の本実施形態におけるユーザーイクイップメント９００は、基地局
によって割り当てられる時間‐周波数リソースに従って、直接的に信号を伝送することが
できる。よって、別のユーザークラスタのユーザーイクイップメントとのリソース競合が
回避され、ユーザーイクイップメントが時間‐周波数リソースを利用するのに要する待機
時間を効果的に低減することができる。
【０２２９】
　任意に、一実施形態として、第１のユーザークラスタと少なくとも１つの別のユーザー
クラスタとの間の干渉は、第１の閾値以上である。
【０２３０】
　任意に、一実施形態として、受信器９４０によって受信される第１の時間‐周波数リソ
ースセットは、物理リソースブロック（ＰＲＢ）時間‐周波数リソースセットである。
【０２３１】
　任意に、一実施形態として、受信器９４０は更に、基地局によって送信される第２のメ
ッセージを受信するように構成される。第２のメッセージは、第１の時間‐周波数リソー
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スセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目のＰＲＢにおいて信号を検出
することを命令するのに用いられる。Ｐはリソース階層であり、リソース階層ＰはＱ以下
の正の整数であり、ｋの値の範囲は（Ｑ／Ｐ）の丸めた数未満の非負整数であり、Ｑは第
１の時間‐周波数リソースセットに含まれるＰＲＢの数である。
　プロセッサ９１０は、具体的に、第２のメッセージに従って、信号が検出されるまで、
第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目の
ＰＲＢに連続してブラインド検出を実行するように構成される。ｋの値はそれぞれ０，１
，…，Ｌであり、Ｌは（Ｑ／Ｐ）の整数部分から１を引いて得られる差である。
【０２３２】
　任意に、一実施形態として、プロセッサ９１０は、具体的に、信号が検出されるまで、
第１の時間‐周波数リソースセットの（１＋Ｐ×ｋ）番目から（Ｐ×（ｋ＋１））番目の
ＰＲＢに連続してブラインド検出を実行するように構成される。ｋの値はそれぞれ０，１
，…，Ｌに設定され、Ｌは（Ｑ／Ｐ）の整数部分から１を引いて得られる差に等しい。Ｐ
の値はそれぞれ０，１，…，Ｖに設定され、ＶはＱから１を引いて得られる差であり、Ｑ
は第１の時間‐周波数リソースセットに含まれるＰＲＢの数である。
【０２３３】
　任意に、一実施形態として、受信器９４０によって受信される第１のメッセージは、第
１のユーザークラスタのユーザー識別子と第１の時間‐周波数リソースセットとの対応関
係を含む。
　プロセッサ９１０は、具体的に、対応関係に従って第１の時間‐周波数リソースセット
を決定し、第１の時間‐周波数リソースセットに従って、第１のＵＥによって送信された
信号を検出するように構成される。
【０２３４】
　留意すべきこととして、本発明の本実施形態において、プロセッサ９１０は中央演算処
理装置（英語正式名称：Central　Processing　Unit、英語略称：ＣＰＵ）であってよい
。また、プロセッサ９１０は、別の汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）
、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲートアレイ（Ｆ
ＰＧＡ）または別のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートまたはトランジ
スタ論理デバイス、ディスクリートハードウェアアセンブリ等であってよい。汎用プロセ
ッサはマイクロプロセッサであってよく、或いは、プロセッサは任意の従来のプロセッサ
等であってよい。
【０２３５】
　メモリ９２０はリードオンリーメモリおよびランダムアクセスメモリを含んでよく、ま
た、命令およびデータをプロセッサ９１０に提供する。メモリ９２０の一部は更に不揮発
性ランダムアクセスメモリを含んでよい。例えば、メモリ９２０は更にデバイスタイプに
ついての情報を格納してよい。
【０２３６】
　バスシステム９３０は更に、データバスに加えて、電力バス、制御バス、状態信号バス
等を含んでよい。しかしながら、説明の簡略化のために、図中の様々なバスはバスシステ
ム９３０として標記されている。
【０２３７】
　実施プロセスにおいて、上述の方法のステップは、プロセッサ９１０のハードウェアの
集積論理回路またはソフトウェア形式の命令を用いて、完了されてよい。本発明の実施形
態を参照して開示される方法のステップは、ハードウェアプロセッサによって直接的に実
行および完了されてよく、或いは、プロセッサのハードウェアとソフトウェアモジュール
との組合わせを用いて実行および完了されてよい。ソフトウェアモジュールは、ランダム
アクセスメモリ、フラッシュメモリ、リードオンリーメモリ、プログラマブルリードオン
リーメモリ、電気的消去可能プログラマブルリードオンリーメモリ、レジスタ等の、従来
技術において成熟した記憶媒体に位置してよい。記憶媒体はメモリ９２０に位置する。プ
ロセッサ９１０は、メモリ９２０から情報を読み出し、プロセッサ９１０のハードウェア
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との組合わせで上述の方法のステップを完了する。繰り返しを避けるために、詳細の説明
は省略する。
【０２３８】
　留意すべきこととして、本発明の本実施形態に係るユーザーイクイップメント９００は
、本発明の実施形態のＤ２Ｄ　ＰｒｏＳｅにおいて信号を伝送する方法における第２のユ
ーザーイクイップメントに対応してよく、或いは、本発明の実施形態におけるユーザーイ
クイップメント６００に対応してよい。ユーザーイクイップメント９００のモジュールの
上述ならびに他の操作および／または機能は、それぞれ、図１～図５に示す方法の対応す
る手続きを実施するのに用いられる。簡略化のために、詳細の説明は省略する。
【０２３９】
　したがって、本発明の本実施形態におけるユーザーイクイップメント９００は、基地局
によって割り当てられる時間‐周波数リソースに従って、直接的に信号を伝送することが
できる。よって、別のユーザークラスタのユーザーイクイップメントとのリソース競合が
回避され、ユーザーイクイップメントが時間‐周波数リソースを利用するのに要する待機
時間を効果的に低減することができる。加えて、相互干渉の比較的小さい異なるユーザー
クラスタ間で同じ時間‐周波数リソースが共有されてよい。よって、効果的に時間‐周波
数リソース利用性を改善することができる。加えて、信号検出にリソース階層が利用され
、信号受信の複雑性を効果的に低減することができる。
【０２４０】
　留意すべきこととして、本明細書で言及される「第１のユーザーイクイップメント」と
「第２のユーザーイクイップメント」は、２つのユーザーイクイップメントを区別するた
めに用いられるに過ぎない。「第１のユーザーイクイップメント」と「第２のユーザーイ
クイップメント」は、送信端として用いられてよく、或いは受信端として用いられてよい
。「第１のユーザーイクイップメント」の「第１の」と「第２のユーザーイクイップメン
ト」の「第２の」には特別な意味はなく、区別のために用いられるに過ぎない。
【０２４１】
　本明細書において、「および／または」という表現は、関連する対象の関連関係を説明
するに過ぎず、３つの関係が存在し得ることを示す。例えば、Ａおよび／またはＢは、Ａ
のみが存在するケースと、ＡとＢの両方が存在するケースと、Ｂのみが存在するケースと
の３つのケースを示し得る。加えて、本明細書において、記号「／」は一般に、関連する
対象間の「または」の関係を示す。
【０２４２】
　留意すべきこととして、本発明の様々な実施形態において、上述のプロセスの番号の順
序は実行順序を意味しない。プロセスの実行順序は、プロセスの機能および内部論理に従
って決定され、本発明の実施形態の実施プロセスを限定するものではない。
【０２４３】
　当業者であれば、本明細書に開示される実施形態に説明される例と組み合わせて、ユニ
ットおよびアルゴリズムステップが電子機器またはコンピューターソフトウェアと電子機
器の組合わせによって実施されてよいことに気付くであろう。機能がハードウェアによっ
て実行されるかソフトウェアによって実行されるかは、技術的解決策の特定の応用と設計
制約条件によって決まる。当業者であれば、特定の応用の各々について記載の機能を実施
するために異なる方法を利用できるであろうが、実施は本発明の範囲を超えることを考慮
されたい。
【０２４４】
　当業者であれば、説明を簡便にするために、上述のシステム、装置およびユニットの動
作プロセスの詳細については、上述の方法実施形態における対応するプロセスを参照でき
ることが明らかに理解できるであろう。よって、詳細の説明は省略する。
【０２４５】
　本願で提供されるいくつかの実施形態において、開示のシステム、装置および方法は他
の方式で実施されてよいことを理解されたい。例えば、記載の装置実施形態は例示に過ぎ
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ない。例えば、ユニットの分割は論理的な機能分割に過ぎず、実際の実施では他の分割で
あってよい。例えば、複数のユニットまたはコンポーネントは別のシステムに組み合わせ
または統合されてよく、或いは、一部の特徴は省略されてよく、或いは実行されなくてよ
い。加えて、提示または議論される相互結合または直接結合または通信接続は、いくつか
のインターフェースをによって実施されてよい。装置もしくはユニット間の間接的な結合
または通信接続は、電子的形式、機械的形式その他の形式で実施されてよい。
【０２４６】
　別々の要素として記載されたユニットは物理的に別々であってもなくてもよい。ユニッ
トとして示された要素は物理的なユニットであってもなくてもよく、且つ、１ヶ所に位置
しても複数のネットワークユニット上に分布してもよい。ユニットの一部または全部は、
実施形態の解決策の目的を達成するために、実際の要件に従って選択されてよい。
【０２４７】
　加えて、本発明の実施形態における機能ユニットは１つの処理ユニットに統合されてよ
い。或いは、ユニットの各々は物理的に単独で存在してよく、或いは、２以上のユニット
は１つのユニットに統合されてよい。
【０２４８】
　機能がソフトウェア機能ユニットの形式で実施され、且つ、独立した製品として販売ま
たは使用される場合、該機能はコンピューター可読記憶媒体に格納されてよい。そのよう
な理解に基づき、本発明の技術的解決策は本質的にソフトウェアの形式で実施されてよく
、或いは、従来技術に寄与する部分または技術的解決策の一部は、ソフトウェアの形式で
実施されてよい。ソフトウェアは、記憶媒体に格納され、且つ、コンピューター装置（パ
ーソナルコンピューター、サーバーまたはネットワーク装置であってよい）が本発明の実
施形態に記載の方法のステップの全部または一部を実行することを命令するためのいくつ
かの命令を含む。上述の記憶媒体はプログラムコードを格納できる任意の媒体を含んでよ
く、例えば、ＵＳＢフラッシュドライブ、リムーバブルハードディスク、リードオンリー
メモリ（ＲＯＭ、Read-Only　Memory）、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ、Random　Acc
ess　Memory）、磁気ディスク、光ディスク等を含んでよい。
【０２４９】
　上述の説明は本発明の具体的な実施方式に過ぎず、本発明の保護範囲を限定する意図は
ない。本発明に開示された技術的範囲内で当業者により容易に想到され得る変形または置
換は、いかなるものでも本発明の保護範囲に包含されるものとする。したがって、本発明
の保護範囲は特許請求の範囲の保護範囲に従うものとする。
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